


は し が き

財団法人 資産評価 システム研究セ ンターは、適切な地域政策の樹立に資す るため、

地域の資産の状況及ひその評価の方法に関す る調査研 究等 の事業を実施す ることを 目

的 として設立 されま した。

当評価セ ンターにおけ る調査研究 は、資産評価の基礎理論及 ひ地方公共団体等 にお

ける資産評価技法の両面にわた って、毎年度、学識経験者及 ひ自冶省並ひに地方公共

団体等の関係者を もって構成す る資産評価 システム、土地、家屋及ひ償却資産 の各部

門 ことの研究委員会 において行われ、 その成果 は、会員てあ る地方公共団体及ひ関係

団体等に調査研究報告書 として配布 し、活用 されて いるところて あ ります。

本年度の家屋研究委員会の調査研究テ ーマは、(1)積雪寒冷地域 における家屋の損耗

に関す る調査研究(2)潮 風の被害による家屋の損耗 の状況 に関す る調査研究(3)プ レ

ハ ブ方式構造建物(軽 量鉄骨系 ・鉄筋 コンク リー ト系)に 係 る再建築費等 に関する調

査研究の3項 目てあ ります。本報告書は、上記(2)の調査研究 に属す るものて、平成3

年度に引 き続 き一般的に潮風 の影響か予想 され る沿岸地域 に所在す る住宅用家屋の潮

風被害による損耗の状 況につ いて調査研究を行いま した。

この程、その調査研究 の成果 をとりま とめ、 ここに、公表す る運 ひとな りま したか、

この機会に、熱心 にこ研究、 こ審議をいたた きま した委員及 ひ専門員並ひに実地調査

に当たり、種 々こ協力を賜 りま した地方公共団体の関係者各位 に対 し、心 か ら感謝申

し上けます。

なお、当評価セ ンターは、今後 とも、所期の 目的にそ って、事業内容の充実及ひ地

方公共団体等 に役立つ 調査研究に努力をいたす所存 てあ りますのて、地方公共団体を

は しめ関係団体の皆様のなお一層の こ指導、 こ援助をお願 い申 し上 けます。

最後 に、この調査研 究事業は、(財)日本船舶振興会 の補助金の交付 を受けて実施 した

ものてあ り、改めて深 く感謝の意を表す るものてあ ります。

平成5年3月

財団法人 資産評価 システム研究セ ンター

理 事 長 渡 辺 功
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Ⅰ 調査研究の目的等

1目 的

固定資産税における家屋の評価においては、再建築価格方式により家屋の評価が

行われ、建築後の時の経過によって通常生 じる減価分を考慮す るために経年減点補

正率を用いることが固定資産評価基準に定められているところである。

なお、木造家屋が積雪又は寒冷の影響により、通常以上の損耗が見られる多雪地

域及び寒冷地域においては、特別の損耗を考慮するために経年減点補正率を更に減

価して適用する積雪寒冷補正率が定められている。

しかし、家屋によっては、種々の状況により、一律に経年減点補正率によりその

減価分を求めることが適当でないと認められる場合があり、 このようなときには損

耗減点補正率を用いることとされている。

ここで、適当でないと認められる場合の一例 として、現行の固定資産評価基準の

取扱いでは、沿岸か ら5km程 度までの地域に所在 し、台風又は潮風の被害を受けた

家屋について適用する場合が想定 されているものであるが、これは、地域指定によ

り市町村に在する全家屋を対象とするものではなく、個々の家屋の状況を判断 して

それぞれに損耗減点補正率を適用するか否かを決定す ることとされているものであ

る。

このことか ら、本調査研究では、家屋の潮風被害による損耗について地域指定に

より損耗を考慮す ることの可能性について検討するため、平成3年 度に引き続 き、

一般的に潮風の影響が予想される沿岸地域か ら調査団体を選定 し、また、調査対象

家屋には主として住宅用家屋の潮風の被害による現況について、沿岸か ら5kmの う

ち沿岸に近い2km未 満の場所に所在する家屋と2km以 上の場所に所在する家屋との

実態を把握 し、比較 ・検討する等の調査研究を行 うこととした。

－1－



2調 査方法

(1)意 義

この調査は、家屋の潮風による被害の状況について検討するに当たり、昨年の

四国 ・九州地域の調査に続 き、対象地域を北海道及び本州に設定 し、沿岸か ら5

km以内に所在する木造家屋(住 宅用)及 び非木造家屋(一 部の建物を除 く。)か

ら、調査対象団体毎に8棟 を抽出し、その状況を把握するとともに、四国 ・九州

地域との比較 ・検討を行 うこととしたものである。

(2)調 査対象団体

北海道及び本州各県において、沿岸部を有 し、特に塩害の見 られる団体(指 定

市(県 庁所在市)を 含む。)を選定することとした。

(3)調 査対象家屋

① 構造 ・用途等

沿岸から5km以 内に所在す る住宅用木造家屋並びに非木造家屋のうち鉄筋コ

ンクリー ト造及び鉄骨造の工場 ・倉庫用建物を除く00㎡ 未満の建物

② 建築年次

建築後1～0年 及び11年 以上の2区 分

③ 選定棟数

②の区分に従い、沿岸から2km未 満及び2km以 上5km未 満の別に木造及び非

木造毎に各1棟 の全8棟 を抽出(な お、沿岸か ら2km未 満の建物を抽出するに

当たっては、より沿岸に近いものを抽出するものであること。)

(単位:棟)

2km未 満 2km以 上5km以 内

1～10年 1 1年 ～ 1～10年 1 1年 ～

木 造 1 1 1 1

非木造 1 1 1 1

(4)調 査項 目

① 調査対象団体に関する調査事項

ア 季節風

イ 台風上陸による被害の状況
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ウ 一般的な建物の保全方法

② 調査対象家屋の概要

ア 用途 ・構造

イ 床面積

ウ 階層数

工 建築後経過年数

オ 固定資産評価における損耗減点補正率の適用

カ 沿岸からの距離

キ 防風林等の有無

ク 季節風による波しふきの状況

ケ 建築以降の補修、交換等の状況

③ 各部分別損傷の状況

ア 屋根

イ 基礎

ウ 外壁

エ 外部建具

オ その他

(5)調 査方法

① 調査対象団体に対するアンケー ト調査

② ア ンケー ト調査に基つ く当センター家屋研究委員会委員による実地調査(調

査実施団体 北海道松前町、青森県三沢市、秋田県秋田市、千葉県銚子市、新

潟県上越市、福井県小浜市、静岡県下田市 以上7市 町)
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3調 査結果の集計

(1)取 りまとめ方

この研究成果は、調査対象団体に対す るアンケー ト調査に基ついて、当セ ン

ターの家屋研究委員会の委員か、適宜実地調査を行い、さらに報告された各テー

タについて精査、調整のうえ、整理集計するとともに若干の分析を加えて取 りま

とめたものてある。

(2)凡 例

収録事項の主な用語の定義等は次のとおりてある。

・防風林 森林法(昭 和26年 法律第249号)第25条 第1項 第5号 の規定に基つ

く防風林及ひ個人か家屋への塩害を防止する目的て植林 した狭長な林

帯を含む。

・季節風 一般的に、広域にわたりその季節に高い頻度て吹 く風をいう。
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Ⅱ 調査結果の概要

1調 査対象団体に関する調査事項

(1)調 査対象団体数

調査対象団体は、北海道及び本州の各県か ら選定 した結果、次の11市1町 の計

12団体 となった。

北海道松前町 千葉県銚子市 静岡県下田市

青森県三沢市 新潟県上越市 和歌山県新宮市

宮城県気仙沼市 石川県輪島市 鳥取県鳥取市

秋田県秋田市 福井県小浜市 山口県萩市

(2)季 節風

潮風の影響を受ける要因として、季節風による波 しぶきが家屋にかか り、その

影響がより広範囲かつ顕著に現れるということが考えられる。

ア 季節風の吹 く期間

季節風の吹 く期間については表1の とおりであるが、4月 か ら0月 までに吹

くとした団体は2団 体で、その方位は東及び北東の方向としており、11月 か ら

3月 までに吹 くとした団体は7団 体で、そのほとんどが北西の方向としている。

また、夏期に南方向、冬期に西北方向 と、通年で季節風が吹 くとした団体が3

団体である。

表1季 節風の吹く期間

期 間 団 体 数 構成比

4～10月 2

11～3月 7

そ の 他 3

計

イ 季節風の風速

季節風の風速については、表2の とおりである。
表2季 節風の風速

風 速 団 体 数 構成比

約1～5m/sec 4

約6～10m/sec 3

約11m/sec以 上 4

不 明 1

計

－5－
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(3)台 風上陸による被害の状況

家屋への被害の要因として、潮風の他に台風による被害も充分に考えられるこ

とから、最近5年 間に発生 した被害状況を調へたところ、表3の とおり1団 体を

除く他の団体においては、家屋に何 らかの被害の発生かみ られた。

表3台 風上陸による被害状況

被害の程度 団 体 数 構成比

家屋等建物被害等

農業被害のみ 0

被害なし 1

計

(4)建 物の一般的な保全方法

調査団体内において、一般的に行われている潮風、塩害か らの建物の保全方法

について挙けた団体は6団 体てあり、内容は、外壁の塗装等か4、 強風後水洗 ・

砂除去か1、 高垣根 ・屋根石置き ・瓦釘止めか1団 体てある。

2調 査対象建物の概要に関する調査事項

(1)回 答状況

各調査対象団体における構造 ・用途別及ひ一定の条件に該当する家屋の うち、

全団体か らそれそれ8棟 分、合計て96棟 分の回答を予定 していたか、最終的には

94棟分の回答か得 られ、回答率は予定数の98%と なった。

なお、回答 されなかった2棟 は、北海道松前町の非木造て、該当する家屋かな

かったことによるものてある。

また、回答のあった全家屋の構造 ・用途別棟数は表4の とおり、木造48棟 、非

木造46棟 の計94棟 てある。このうち、木造家屋にあってはその全棟か専用住宅て

あり、また、非木造家屋にあっては、25棟 か専用住宅、その他の用途か21棟 と

表4構 造・用途別棟数(単 位:棟、%)

区 分 専用住宅 そ の 他 全構造

木 造 家 屋 48(66) 0(0) 48(51)

非木造家屋 25(34) 21(100) 46(49)

計 73(100) 21(100) 94(100)

－6－
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な ってい る。

なお、非木造 家屋 の構 造別内訳 は、鉄筋 コ ンク リー ト造か10、 鉄骨造か31、 軽

量鉄骨造か4、 コンク リー トフロ ック造か1て あ る。

(2)床 面積

延へ床面積 につ いて は、平均て木造14321㎡ 、非木造223.69㎡ て あ り、全構造

て18259㎡ て ある。

また、建床面積 につ いて は、平均て木造0642㎡ 、非木造119.52㎡ てあ り、全

構造 て11283㎡ て ある。 なお、建床面積別棟数 につ いては表5の とお りてあ る。

表5建 床面積別棟数(単 位:棟 、%)

区 分 木 造 非木 造 全 構 造

100㎡未満 22(46) 22(48) 44(47)

100～200㎡ 24(50) 19(41) 43(46)

200㎡以上 2(4) 5(11) 7(7)

計 48(100) 46(100) 94(100)

(3)階 層数

階層数毎の棟数 は、表6の とお りてあ る。

表6階 層数別棟数(単 位:棟 、%)

区 分 木 造 非木 造 全 構 造

1階 建 10(21) 3(7) 13(14)

2階 建 38(79) 31(67) 69(73)

3階建以上 0(0) 12(26) 12(13)

計 48 46(100) 94(100)

(4)建 築後経過年数

建物を抽出する際の区分となった建築後の経過年数別による棟数は表7の とお

りである。

表7建 築後の経過年数別棟数(単 位:棟、%)

区 分 木 造 非木造 全構造

1～10年 23(48) 23(50) 46(49)

11年 以上 25(52) 23(50) 48(51)

計 48(100) 46(100) 94(100)
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(5)固 定資産評価における損耗減点補正率の適用

現行の固定資産評価基準の取扱においては、台風又 は潮風の被害により家屋に

損耗か見 られ、必要かある場合は損耗減点補正率を適用 し、その被害を考慮する

ことかてきるとされているか、今回の調査て潮風による被害か見 られたすへての

家屋において損耗減点補正率の適用はなかった。

(6)沿 岸か らの距離

調査対象家屋に係る沿岸からの距離別棟数については、表8の とお りてある。

2km未 満の家屋てはより沿岸に近いものを選定 したことか ら、沿岸か ら03km未

満の範囲に在す る家屋か全体の30%と なってお り、0.6km未 満の範囲に、全家屋

の48%か 含まれている。

また、2km以 上5km以 内の建物についても、3km未 満の範囲に在する家屋か全

体の27%を 占めている。

表8距離別棟数の状況(単 位:棟、%)

区 分 全構 造 うち木造 うち非木造

03㎞ 未満 28(30) 17(35) 11(24)

0.3㎞ 以上06㎞ 未満 17(18) 6(13) 11(24)

06㎞ 以上10㎞ 未満 2(2) 1(2) 1(2)

10㎞ 以上20㎞ 未満 4(4) 3(6) 1(2)

20㎞ 以上30km未 満 25(27) 14(29) 11(24)

30㎞ 以上50km以 内 18(19) 7(15) 11(24)

合 計 94(100) 48(100) 46(100)

(7)防 風林 等の有無

潮風 による被害を抑え るために設 置 され る防風林(又 は防風塀)の 設置状況 に

ついては表9の とお りて あ り、全体 て14棟(う ち、 防風 林 と防風塀 を併設 して い

る家屋2棟)の 家屋にお いて設置 されて いた。 また、 これ らの家屋 につ いて、沿

岸か らの距離別てみ ると、0.1km以 内か0棟(71%)、0.1kmを 超 え02km以 内か1

棟、02㎞ を超 え0.4km以 内か2棟 、3km以 上 か1棟 とな って お り、沿岸か ら01

km以 内の家屋か多 い。

沿岸か ら01km以 内の家屋23棟 の うち、10棟(43%)の 家屋か 防風林又は防風

塀 を設 置 してお り、防風 等の効果を期待 して いる ことか うかかえ る。
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たた、防風林等を設置 している家屋て も、部分別にみると基礎の3割 程度、屋

根、外壁、外部建具及びその他外周部ては6割 か ら8割 程度の家屋に被害か生 し

ており、防風林等の建物に対する効果については、明確には把握て きなかった。

表9防 風林等の有無別棟数(単 位:棟、%)

区 分 2㎞未満 2km以 上 合 計

防 あ り 6(12) 1(2) 7(7)

風 な し 45(88) 42(98) 87(93)

林 計 51(100) 43(100) 94(100)

防 あ り 8(16) 1(2) 9(10)

風 な し 48(84) 42(98) 85(90)

塀 計 51(100) 43(100) 94(100)

(8)季 節風による波 しふきの状況

時期によっては、季節風か吹 くことにより直接波 しふきか家屋にかか り、被害

か進行す ることも考え られ るか、調査対象家屋にっいての波 しふ きの状況は表

1 0の とおりてある。

表10季 節風による波しぶきの状況(単 位:棟、%)

区 分 2㎞未満 2㎞以上 合 計

波がかかる 12(24) 0(0) 12(13)

波がときどきかかる 16(31) 3(7) 19(20)

波がかからない 23(45) 40(93) 63(67)

計 51(100) 43(100) 94(100)

(9)建 築以降の補修、交換等 の工事

建築以降、現在 まてに補修 、交 換等の工事か行われた家屋 は、調査家屋4棟 の

うち34棟(36%)て あ るか、 これを建築 年次別 にみ ると築後5年 以 内か1棟(3

%)、6年 ～0年 以内か7棟(21%)、11年 以上か26棟(76%)と な って いる。

なお、11年 以上 の内訳 は、20年 未満か18棟 、20～30年 以 内か6棟 、31年 以上か

2棟 てあ る。

補修 、交換等 の行われた4棟 につ いて 、部分別 の工事状況 を屋根 、外 壁、外部

建具及ひその他に区分 して みる と、表11の とお りて あ る(工 事 内容 の詳細につ い

て は、計数資料63ぺ ー ジ参 照)。
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表11各 部分別の補修、交換等の工事棟数(単 位:棟 、%)

区 分 屋 根 外 壁 外部建具 その他 合 計

全 25(27) 17(18) 17(18) 14(15) 34(36)

構 うち2㎞ 未満 19(37) 14(27) 13(25) 12(24) 25(49)

造 2㎞ 以上 6(14) 3(7) 4(9) 2(5) 9(21)

木 15(31) 9(19) 10(21) 9(19) 20(42)

うち2㎞ 未満 11(41) 7(26) 7(26) 7(26) 15(56)

造 2㎞以上 4(19) 2(10) 3(14) 2(10) 5(24)

非 10(22) 8(17) 7(15) 5(11) 14(30)

木 うち2㎞未満 8(33) 6(25) 5(21) 5(21) 10(42)

造 2㎞以上 2(9) 2(9) 2(9) 0(0) 4(18)

(注)1()書 の数字は、調査棟数合計(全構造94棟 、木造48棟 、非木造46棟)、 距離別内

訳欄では2km未 満に在する棟数(全構造51棟 、木造27棟 、非木造24棟)、2km以

上に在する棟数(全構造43棟 、木造21棟 、非木造22棟)に 対するそれぞれの割合を示

している。

2屋 根からその他の欄の合計と合計欄の棟数が一致しないのは、1棟で2以上の部分の工事

をしている家屋があるためである。

次 に、補修、交換等 の工事 を行 った家屋34棟 を構 造別でみ ると、木造20棟 、非

木造14棟 で木造家屋が多 い。 さ らに、距離 別でみ ると、34棟 の うち25棟(74%)

が沿岸か ら2km未 満 に所在 す る家屋 に係 る工事 とな って いる。

全構造、木造 、非木造 の別に、部分別 に工事が行 われた棟数を整理 してみ ると、

全構造で は屋根が最 も多 く25棟 であ り、外壁 、外部 建具が17棟 、 その他が14棟 と

な って い る。 これ を距離別 でみる と、2km未 満 では、屋根が最 も多 く、次いで外

壁、外部建具、 その他 の順 とな って いる。2km以 上 で も屋根が最 も多 く、次 いで

外部建具、外壁、 その他 の順 とな ってい る。

木造 につ いて は、全体 では、屋根が15棟 で最 も多 く、次いで外部建具の0棟 、

外壁、 その他が9棟 とな っている。 これ を距離別 でみ ると、2km未 満、2km以 上

とも屋根が最 も多 い。

非木造 につ いて も、屋根部分の工事が最 も多 く10棟 であ り、次いで外壁8棟 、

外部建具7棟 、 その他5棟 と続 いて いる。 これ を距 離別でみ ると、2km未 満 では

屋根が最 も多 く、2km以 上で は屋根、外壁、外部建 具が 同数 で、その他 には該 当

がない。

なお、 これ らの工事 の内容 と して は、屋根につ いて、木造で は主 として、ペ ン

キ塗 替えが3～10年 程度 で行われ、8～9年 程度 か ら亜鉛鉄板の一部葺替えが、

5年 程度 を経過す ると屋 根の全面補修 ・取替 え工 事が行われて いる。 また、非木
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造てはペンキ塗 り替えのほか、コーキンク材によるモルタルの補修、防水工事等

か行われ、15年 以上になると屋根の葺替えや全面補修等か行われている。

外壁については、木造ては5～6年 程度てペ ンキ塗替え、亜鉛鉄板 ・板張りの

交換等か行われ、5年 程度を経過すると、全面補修や漆喰塗直 しか行われ、非木

造てはコーキンク材による補修、吹付直し等のほか、5年 程度を経過すると、全

面交換、全面改装か行われている。

外部建具については、木造ては主として12～13年 目程度て、建具の交換か行わ

れ、非木造ては8～5年 程度てカラスや建具、シャッターの交換か行われ、木造

・非木造 ともに4～5年 毎にシャッターの塗装か行われている。

その他の部分については、木造及ひ非木造 ともに主 として9年 目程度か ら樋及

ひ樋の取付金具の取替えか行われ、その他換気扇 フー ト、給湯機器、物干 し台の

交換等か行われている。

3各 部分別損傷の状況

潮風の被害を受けると思われる屋根、基礎、外壁、外部建具、その他について、

大まかに20の部分に区分し、各部分別に損傷の状況をみることとする。

(1)屋 根

ア 棟

屋根のうち棟部については、被害か見られた家屋 は表12の とおり、全構造て

20棟(全 体の21.3%)、 また、その内訳 として、木造か12棟(木 造全体の250

%)、 非木造か8棟(非 木造全体の174%)と なっている(図1参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表13-1の とお

りてあり、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図2の とお りてあ

る。そのうち、木造のみの程度別棟数は、表13-2の とおりてあり、非木造の

みの程度別棟数は、表13-3の とおりてある。

屋根のうち棟部につ いては、今回被害かあるとした家屋は20棟 て全体の213

%と なっており、図2の とおり、被害の見 られる家屋の うち70%か 沿岸か ら05

km以内に在する家屋てあるという結果 となっている。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては
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表12屋 根(棟 部)の 被害棟数

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 20棟 74棟 94棟 21.3

構 うち2㎞ 未満 14 37 51 27.5

造 うち2㎞ 以上 6 37 43 14.0

棟 数 12棟 36棟 48棟 25.0
木
うち2㎞ 未満 8 19 27 29.6

造
うち2㎞ 以上 4 17 21 19.0

非 棟 数 8棟 38棟 46棟 17.4

木 うち2㎞ 未満 6 18 24 25.0

造 うち2㎞ 以上 2 20 22 9.1

図1被 害棟数割合
屋根(棟部)

割
合

%

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

表13-1屋 根(棟 部)の被害状況

損傷度 被害の程度 棟 数(構成比)うち

2㎞未満

うち

2㎞以上

1 変色、ペンキ剥離、汚染 12(60%) 7(50%) 5(83%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 5(25%) 5(36%) 0(0%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 2(10%) 1(7%) 1(17%)

4 一部腐食 1(5%) 1(7%) 0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%) 0(0%) 0(0%)

合 計 20(100%)14(100%) 6(100%)

図2沿 岸距離別被害棟数

屋根(棟)

棟
数

棟

0.0～0.20.3～0.50.6～0.91.0～1.92.0～2.93.0～5.0

距離(km)

程度1程 度2程 度3程 度4程 度5

(注)当 該 図 は、 図1(被 害棟 数 割 合)の

う ち、 「被 害 あ り」 の 区分 に該 当 す る

家 屋 につ いて 被 害 の程 度 の別 に 、 沿 岸

か ら の距 離 を 区 分 して取 りま と め た も

の で あ る。

以 下 、 その 他 の部 分 につ い て も同 じ。

表13-2屋 根(棟部)の被害状況(木造) 表13-3屋 根(棟部)の被害状況(非木造)

損傷度 被害の程度 うち
2㎞未満

うち
2㎞以上

1 変色、ペンキ剥離、汚染 9(75％) 5(63%) 4(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 2(17%) 2(25%) 0(0%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 0(0%) 0(0%) 0(0%)

4 一部腐食 1(8%) 1(12%) 0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%) 0(0%) 0(0%)

合 計 12(100%)8(100%) 4(100%)

損傷度 被害の程度 棟 数(構
成比)
うち
2㎞未満

うち
2㎞以上

1 変色、ペンキ剥離、汚染 3(38%) 2(33%) 1(50%)

2 錆付着、止め金呉の腐食、表面剥離 3(38%) 3(50%) 0(0%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 2(24%) 1(17%) 1(50%)

4 一部腐食 0(0%) 0(0%) 0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%) 0(0%) 0(0%)

合 計 8(100%) 6(100%) 2(100%)
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12棟て全体の250%、 非木造ては8棟 て全体の174%と なっており、非木造に

比へ、木造てより多 くの被害か現れている結果となっている。

先にもふれたか、距離別棟数の うち、05km以 内の家屋か全体の48%、05km

を超え2km未 満の家屋か6%、2km以 上5km以 内の家屋か46%と なっており、

被害のあった家屋の分布状況もこの数値に沿ったものとなっている。

また、0.5km以 内の家屋につ いては、その被害の程度 も重 くなっているか、

沿岸か ら一定の距離かあるなと、家屋の所在する地域の風向き及ひ地勢等に

よって被害は一般的に減少するということか言える。

また、近距離にあ り被害のあった家屋について、その被害の原因等実態を正

確には把握て きなか ったことから、そのすへてか潮風によるものてあると断言

することは困難てあり、また、沿岸から2kmを 超えるような距離にある家屋に

ついて も何 らかの被害は見られたか、これも同様にその原因を挙けることはて

きす、特殊な事例てあるとも考え られる。

イ 屋根面

屋根のうち屋根面部については、被害か見られた家屋は表14の とおり、全構

造て26棟(全 体の27.7%)、 また、その内訳 として、木造か14棟(木 造全体の

29.2%)、 非木造か12棟(非 木造全体の26.1%)と なっている(図3参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表15-1の とお

りてあり、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図4の とおりてあ

る。そのうち、木造のみの程度別棟数は、表15-2の とおりてあり、非木造の

みの程度別棟数は、表5-3の とおりてある。

屋根のうち屋根面部については、今回被害かあるとした家屋は26棟て全体の

27.7%と なっており、3割 弱という状況てある。 しかも、図4の とお り、被害

の見られる家屋の うち58%か 沿岸か ら0.5km以 内に在する家屋てあるという結

果 となっている。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては

14棟て全体の292%、 非木造ては12棟て全体の261%と なってお り、非木造に

比へ、木造てより多 くの被害か現れている結果となっている。

この結果、当該部分について も、前記の棟部 と同様の ことか言える。
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表14屋 根(屋 根面部)の 被害棟数 図3被 害棟数割合

屋根(屋根面部)

全棟つ ち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 26棟 68棟 94棟 277

構 うち2㎞ 未満 15 36 51 294

造 うち2㎞以上 11 82 43 256

棟 数 14棟 34棟 48棟 292
木
うち2㎞ 未満 8 19 27 296

造
うち2㎞ 以上 6 15 21 286

非 棟 数 12棟 34棟 46棟 261

木 うち2㎞ 未満 7 17 24 292

造 うち2㎞以 上 5 17 22 227

損傷度 被害 の程度
未満 以上

1 変色、ヘノキ剥離、汚染 12(46%)5(33%)7(64%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 10(38%)7(47%)3(27%)

3 損傷、ひび割れ、軽徴な腐食 3(12%)2(13%)1(9%)

4 一部腐食 1(4%)1(7%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 26(100%)15(100%)11(100%)

損傷度 被 害 の 程 度 つち うち
2㎞未満2㎞ 以上

1 変色、ペンキ剥離、汚染 7(50%)3(38%)4(67%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 6(43%)4(50%)2(33%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食 1(7%)1(12%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 14(100%)8(100%)6(100%)

損傷度 被 害 の 程 度 うち うち
2㎞未満2㎞ 以上

1 変色、ヘンキ剥離、汚染 5(42%)2(29%)3(60%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 4(33%)3(42%)1(20%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 3(12%)2(13%)1(20%)

4 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 12(100%)7(100%)5(100%)

割
合

%

棟

数

棟

表15-1屋 根(屋 根面部)の被害状況 図4浴 岸距離別被害棟数

屋根(屋根面)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程 度2程 度3程 度4程 度5

表15-2屋 根(屋根面部)の被害状況(木造) 表15-3屋 根(屋根面部)の被害状況(非木造)
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ウ 軒

屋根 の うち軒部 につ いて は、被害か見 られた家屋は表16の とお り、全構造て

32棟(全 体の340%)、 また、 その内訳 と して 、木造 か23棟(木 造全体の479

%)、 非木造か9棟(非 木造全体 の196%)と な って いる(図5参 照)。

また、家屋毎 の被害の程度 別 によ る棟数 は、全 構造て み ると表17-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距 離別棟数の状 況は図6の とお りて あ

る。その うち、木造のみの程度 別棟数 は、表17-2の とお りてあ り、非木造 の

みの程度別棟数 は、表17-3の とお りて あ る。

表16屋 根(軒部)の被害棟数

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 82棟 62棟 94棟 340

構 うち2㎞未満 20 31 51 392

造 うち2㎞以 上 12 31 43 279

棟 数 23棟 25棟 48棟 479
木
うち2㎞未満 13 14 27 481

造
うち2㎞以上 10 11 21 476

非 棟 数 9棟 37棟 46棟 196

木 うち2㎞未満 7 17 24 292

造 うち2㎞以上 2 20 22 91

割
合

%

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

図6沿 岸距離別被害棟数
屋根(軒)表17-1屋 根(軒部)の被害状況

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、ペンキ剥離 、汚染 20(62%)11(55%)9(75%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 5(16%)4(20%)1(8%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 5(16%)3(15%)2(17%)

4 一部腐食 2(6%)2(10%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 32(100%)20(100%)12(100%)

棟
数

棟
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距離(㎞)

程度1程 度2程 度3程 度4程 度5

表17-3屋 根(軒 部)の 被害状況(非 木造)表17-2屋 根(軒 部)の 被害状況(木 造)

損傷度 被 書 の 程 度

1 変色、ペンキ剥離 、汚染 14(61%)7(55%)7(70%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 3(13%)2(15%)1(20%)

3 損傷、ひひ割れ、軽微な腐食 4(17%)2(15%)2(10%)

4 一部腐食 2(9%)2(15%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 23(100%)13(100%)10(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、ヘンキ剥離、汚染 6(67%)4(57%)2(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、表面剥離 2(22%)2(29%)0(0%)

3 損傷、ひび割れ、軽微な腐食 1(11%)1(14%)0(0%)

4 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食による穴空き、雨漏り 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 9(100%)7(100%)2(100%)
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図5被 害棟数割合
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屋根 の うち軒部につ いては、今 回被害か あると した家屋 は32棟 て全体の34.0

%と な ってお り、3割 程度 とい う状況て あ る。 また、図6の とお り、棟部 と同

様 に05km以 内に被害 の見 られ る家屋か多 く、 さ らに、被 害の程度 について も、

同様 に05kmま ての区分 に被害 の程度 の重 い家屋か多 い。

また、木造及ひ非木造 の別ては、今 回被害かあ ると した家屋 か、木造て は23

棟 て全体 の479%、 非木 造ては9棟 て全体 の196%と な ってお り、木造の軒て

は5割 近 い家屋 に何 らかの被害か現 れている結果 とな ってお り、屋 根の他の部

分 と比へ て損傷 しやすい ことかわか る。

(2)基 礎

基礎 につ いては、被害か見 られた家屋 は表18の とお り、全構造て15棟(全 体の

160%)、 また、 その内訳 と して、木造か8棟(木 造全体の167%)、 非木造か7

棟(非 木造全体 の15.2%)と な ってい る(図7参 照)。

また、家屋 毎の被害の程 度別による棟数 は、全構造てみ ると表19-1の とお り

てあ り、 さらに、沿岸 か ら家屋 まての距離別棟数の状況 は図8の とお りてあ る。

その うち、木造のみの程度 別棟数 は表19-2の とお りてあ り、非 木造のみの程 度

別棟数 は表19-3の とお りてあ る。

基礎 につ いては、今回被 害かあ るとした家屋 は15棟 て全体 の16.0%と な ってお

り、2割 に満 たない とい う状 況てある。 また、図8の とお り、被 害の見 られ る家

屋 の うち87%か 沿岸か ら0.5km以 内に在す る家屋て あ るとい う結 果 とな って い る。

また、被 害の程度 につ いて は、05kmま ての区分の家屋か、 やや重 くな って い る。

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 15棟 79棟 94棟 160

構 うち2㎞ 未満 18 88 51 255

造 うち2㎞ 以上 2 41 43 47

木
棟 数 8棟 40棟 48棟 167

造
うち2㎞未満 7 20 27 259
うち2㎞ 以上 1 20 21 48

非 棟 数 7棟 39棟 46棟 152

木 うち2㎞未満 6 18 24 250

造 うち2㎞ 以上 1 21 22 45 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表18基 礎の被害棟数
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表19-1基 礎の被害状況 図8沿 岸距離別

基礎

損傷度 被害の程度

1 汚染、軽微な亀裂 12(80%)10(77%)2(100%)

2 錆付着、破損、亀裂 3(20%)3(23%)0(0%)

3 陥没、腐朽 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 15(100%)13(100%)2(100%)

00～203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3

棟
数

棟

表19-2基 礎の被害状況(木造) 表19-3基 礎の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の程 度

1 汚染、軽微な亀裂 7(88%)6(86%)1(100%)

2 錆付着、破損、亀裂 1(12%)1(14%)0(0%)

3 陥没、腐朽 0(0%)0(0%)0(100%)

合 計 8(100%)7(100%)1(100%)

損傷度 被害の程度

1 汚染、軽微な亀裂 5(71%)4(67%)1(100%)

2 錆付着、破損、亀裂 2(29%)2(33%)0(0%)

3 陥没、腐朽 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 7(100%)6(100%)1(100%)

また、木造及ひ非木造の別て は、今回被害かあ るとした家屋か、木 造ては8棟

て全体 の167%、 非木造て は7棟 で全体の5.2%と なって お り、被害のあ った家

屋の程度 別の分布状況等 について は、 ほほ同様の傾向を示 して いることかわか る。

この結果 、当該部分 について も屋根 と同様の ことか言え る。

(3)外 壁

ア 上部

外壁の うち上部 につ いては、被 害か見 られた家屋は表20の とお り、全構造て

34棟(全 体 の36.2%)、 また、その 内訳 として、木造か17棟(木 造全体の35.4

%)、 非木造か17棟(非 木造全体 の37.0%)と な って いる(図9参 照)。

また、家屋毎の被害の程度 別 による棟数 は、全構造てみ る と表21-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別棟数の状況 は図10の とお りてあ

る。その うち、木造 のみの程度別棟数 は、表21-2の とお りて あ り、非木造の

みの程度別棟数 は、表21-3の とお りて ある。
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表20外 壁(上部)の 被害棟数 図9被 害棟数割合
外壁(上部)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 34棟 60棟 94棟 362

構 うち2㎞未満 24 27 51 471

造 うち2㎞以上 10 38 43 233

棟 数 17棟 81棟 48棟 354
木
うち2㎞未満 12 15 27 444

造
うち2㎞以上 5 16 21 238

非 棟 数 17棟 29棟 46棟 370

木 うち2㎞ 未満 12 12 24 500

造 うち2㎞ 以上 5 17 22 227
全棟 うち木造 つち非木造

被害あり 被害なし

割
合

%

棟

数

棟

表21-1外 壁(上 部)の被害状況 図10沿 岸距離別被害棟数

外壁(上部)

損傷度 被害 の程度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 15(44%)10(42%)5(50%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 18(53%)13(54%)5(50%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 1(3%)1(4%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 34(100%)24(100%)10(100%)
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距離(㎞)
程度1程度2程度3程度4程度5

表21-2外 壁(上部)の被害状況(木造) 表21-3外 壁(上部)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程度

1変 色、汚染、ヘンキ剥離 5(29%)3(25%)2(40%)

2錆 付着、亀裂、釘の腐食 11(65%)8(67%)3(60%)

3表 面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4一 部腐食、モルタル剥離 1(9%)1(8%)0(0%)

5腐 食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 17(100%)12(100%)5(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 10(59%)7(58%)3(60%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 7(41%)5(42%)2(40%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 17(100%)12(100%)5(100%)
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外壁のうち上部については、今回被害かあるとした家屋は34棟て全体の36.2

%と なっており、屋根及ひ基礎と比へ被害か目立 っている状況にある。また、

図10の とおり、被害の見 られ る家屋のうち71%か 沿岸か ら05km以 内に在する

家屋てある。

また、全般的に見れは0.5km以 内に家屋か集中 してお り、被害の程度につい

ても、05kmま ての区分の家屋かやや重くなっている。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては17

棟て木造全体の354%、 非木造ては17棟て非木造全体の370%と なっており、

屋根 ・基礎部分と異なり、木造に比へ非木造てわすかなか ら被害か多 く現れて

いる結果 となっているか、被害のあった家屋の程度別の分布状況等については、

ほほ同様の傾向を示 していることかわかる。

この結果、当該部分について も屋根と同様のことか言える。

イ 中間部

外壁の うち中間部については、被害か見 られた家屋は表22の とおり、全構造

て30棟(全 体の319%)、 また、その内訳 として、木造か16棟(木 造全体の333

%)、 非木造か14棟(非 木造全体の304%)と なっている(図11参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表23-1の とお

りてあり、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図12の とおりてあ

る。その うち、木造のみの程度別棟数は表23-2の とおりてあり、非木造のみ

の程度別棟数は表23-3の とおりてある。

表22外 壁(中 間部)の 被害棟数 図11被 害棟数割合
外壁(中 間部)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 80棟 64棟 94棟 319

構 うち2㎞未満 18 88 51 353

造 うち2㎞ 以上 12 31 43 279

棟 数 16棟 82棟 48棟 333

木
うち2㎞ 未満 9 18 27 333

造
うち2㎞ 以上 7 14 21 333

非 棟 数 14棟 32棟 46棟 304

木 うち2㎞ 未満 9 15 24 375

造 うち2㎞ 以上 5 17 22 227
全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表23-1外 壁(中 間部)の 被害状況 図12沿 岸距離別被害棟数

外壁(中間部)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 14(47%)6(33%)8(67%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 14(47%)10(55%)4(33%)

3 表面損傷・膨張 1(3%)1(6%)0(0%)

4 一部腐食
、モルタル剥離 1(3%)1(6%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 30(100%)18(100%)12(100%)
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距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

棟

数

棟

表23-2外 壁(中間部)の被害状況(木造) 表23-3外 壁(中間部)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 7(44%)3(33%)4(57%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 8(50%)5(56%)3(43%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食
、モルタル剥離 1(6%)1(11%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鋏筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 16(100%)9(100%)7(100%)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 7(50%)3(33%)4(80%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 6(43%)5(56%)1(20%)

3 表面損傷・膨張 1(7%)1(11%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 14(100%)9(100%)5(100%)

外壁 の うち中間部 につ いて は、今回被害 か あ るとした家屋は30棟 て全

体 の319%と なっており、3割 程度 という状況てある。また、図12の とおり、

被害の見 られる家屋の うち60%か 沿岸か ら05km以 内に在す る家屋てあるか、

一方て、2km以 上に在する家屋について も0%を 占めるという結果となってい

る。

しか し、全般的にみれは05km以 内に家屋か集中 しており、さらに、被害の

程度についても、同様に0.5kmま ての区分に被害の程度の重い家屋か集中 して

いることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては6

棟て全体の33.3%、 非木造ては14棟て全体の304%と なってお り、非木造に比

へ、木造て多 く被害か現れている結果となっているか、被害のあった家屋の程

度別の分布状況等については、ほほ同様の傾向を示 していることかわかる。

この結果、当該部分についても屋根 と同様のことか言える。
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ウ 下部

外壁 の うち下部につ いて は、被害か見 られた家屋 は表24の とお り、全構造て

29棟(全 体の30.9%)、 また、その内訳 と して 、木造か16棟(木 造全体の33.3

%)、 非木造か13棟(非 木造全体 の28.3%)と なってい る(図13参 照)。

また、家屋毎 の被害の程度 別によ る棟数 は、全構造てみ ると表25-1の とお

りて あ り、 さらに、沿岸か ら家屋 まての距離 別棟数の状況 は図14の とお りてあ

る。 その うち、木造 のみの程度別棟数は、表25-2の とお りて あ り、非木造の

みの程度 別棟数 は、表25-3の とお りてあ る。

表24外 壁(下 部)の 被害棟数 図13被 害棟数割合
外壁(下部)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 29棟 65棟 94棟 309

構 うち2㎞未満 20 81 51 392

造 うち2㎞以上 9 34 48 209

棟 数 16棟 82棟 48棟 333
木
うち2㎞未満 11 16 27 407

造
うち2㎞以上 5 16 21 238

非 棟 数 18棟 38棟 46棟 283

木 うち2㎞未満 9 15 24 375

造 うち2㎞ 以上 4 18 22 182 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

割
合

%

表25-1外 壁(下 部)の被害状況

損傷度 被害の程度 棟 数
(構成比)

うち
2㎞未満

うち
2㎞以上

1 変色、汚染、ペンキ剥離 16(24%) 9(45%) 7(78%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 11(5%) 9(45%) 2(22%)

3 表面損傷・膨張 0(18%) 0(0%) 0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 2(4%) 2(10%) 0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(100%) 0(0%) 0(0%)

合 計 29(100%) 20(100%) 9(100%)

棟
数

棟

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

表25-2外 壁(下部)の被害状況(木造) 表25-3外 壁(下部)の被害状況(非木造)

損傷度 被害 の 程度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 9(56%)5(46%)4(80%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 5(31%)4(36%)1(20%)

3 表面損傷・膨張 0(5)0(0%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 2(13%)2(18%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 16(100%)11(100%)5(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 7(54%)4(44%)3(75%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 6(46%)5(56%)1(25%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 13(100%)9(100%)4(100%)
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外壁のうち下部については、今回被害かあるとした家屋は29棟 て全体の309

%と なっており、3割 程度という状況てある。また、図14の とおり、被害の見

られる家屋の うち69%か 沿岸か ら05km以 内に在する家屋てあるか、前記の上

部と同様、2km以 上に在する家屋について も31%を 占めるという結果 となって

いる。

しか し、全般的にみれは05km以 内に家屋か集中しており、さらに、被害の

程度についても、同様に05kmま ての区分に被害の程度の重い家屋か集中 して

いることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては6

棟て全体の333%、 非木造ては13棟て全体の283%と なっており、非木造に比

へ、木造てより多 く被害か現れている結果となっているか、被害のあった家屋

の程度別の分布状況等については、ほほ同様の傾向を示 していることかわかる。

この結果、当該部分について も屋根 と同様のことか言える。

エ 窓回り

外壁のうち窓回りについては、被害か見 られた家屋は表26の とおり、全構造

て33棟(全 体の351%)、 また、その内訳として、木造か14棟(木 造全体の292

%)、 非木造か19棟(非 木造全体の413%)と なっている(図5参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表27-1の とお

りてあ り、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図6の とおりてあ

る。その うち、木造のみの程度別棟数は、表27-2の とおりてあり、非木造の

みの程度別棟数は、表27-3の とお りてある。

表26外 壁(窓 回り)の被害棟数 図15被 害棟数割合
外壁(窓 回り)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 33棟 61棟 94棟 351

構 うち2㎞未満 20 31 51 392

造 うち2㎞ 以上 13 30 48 302

棟 数 14棟 3棟 48棟 292

木
拙項
うち2㎞ 未満 8 19 27 296

うち2㎞ 以上 6 15 21 286

非 棟 数 9棟 27棟 46棟 413

木 うち2㎞ 未満 12 12 24 500

造 うち2㎞ 以上 7 15 22 318

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表27-1外 壁(窓 回り)の被害状況 図16沿 岸距離別被害棟数
外壁(窓回り)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 14(42%)6(30%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 17(52%)12(60%)5(38%)

3 表面損傷・膨張 1(3%)1(5%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 1(3%)1(5%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 33(100%)20(100%)13(100%)
00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

棟

数

棟

表27-2外 壁(窓回り)の被害状況(木造)/ 表27-3外 壁(窓回り)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 5(36%)1(12%)4(67%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 8(57%)6(76%)2(33%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 1(7%)1(12%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 14(100%)8(100%)6(100%)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 9(47%)5(42%)4(57%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 9(47%)6(50%)3(43%)

3 表面損傷・膨張 1(6%)1(8%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 19(100%)12(100%)7(100%)

外壁の うち窓回 りについては、今回被害かあるとした家屋は33棟 て全体の

35.1%と なっており、3割 強という状況てある。また、図16の とおり、被害の

見 られる家屋の うち58%か 沿岸か ら05km以 内に在する家屋てあるという結果

となっている。また、被害の程度についても、同様に05kmま ての区分に被害

の程度の重い家屋か集中 していることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては14

棟て木造全体の292%、 非木造ては19棟 て非木造全体の413%と なっており、

屋根 ・基礎部分と異なり非木造に木造と比へかなり多 く被害か現れている結果

となっているか、被害のあった家屋の程度別の分布状況等については、ほほ同

様の傾向を示 していることかわかる。

この結果、当該部分についても屋根 と同様のことか言える。

オ 出入口回り

外壁のうち出入口回りについては、被害か見られた家屋は表28の とおり、全

構造て20棟(全 体の21.3%)、 また、その内訳 として、木造か10棟(木 造全体
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の208%)・ 非木造か10棟(非 木造 全体 の217%)と なって いる(図17参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別 によ る棟数 は、全構造てみ ると表29-1の とお

りて あ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別棟数の状 況は図18の とお りてあ

る。 その うち、木造 のみの程度別棟数 は、表29-2の とお りてあ り、非木造の

みの程度別棟数 は、表29-3の とお りてあ る。

表28外 壁(出 入口回り)の被害棟数 図17被 害棟数割合
外壁(出 入ロ回り)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 20棟 74棟 94棟 213

構 うち2㎞ 未満 14 37 51 275

造 うち2㎞ 以上 6 87 43 140

棟 数 10棟 38棟 48棟 208

木
造

うち2㎞ 末満 8 19 27 26

うち2㎞ 以上 2 19 21 95

非 棟 数 10棟 36棟 46棟 217

木 うち2㎞未満 6 18 24 250

造 うち2㎞以上 4 18 22 182

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

割
合

%

表29-1外 壁(出入口回り)の被害状況 図18沿 岸距離別被害棟数

外壁(出入口回り)

損傷度 被害 の程度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 8(40%)5(36%)3(50%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 10(50%)7(50%)3(50%)

3 表面損傷・膨張 1(5%)1(7%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 1(5%)1(7%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 20(100%)14(100%)6(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

棟
数

棟

表29-2外 壁(出入口回り)の被害状況(木造) 表29-3外 壁(出入口回り)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 4(40%)3(38%)1(50%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 5(50%)4(50%)1(50%)

3 表面損傷・膨張 0(0%)0(0%)0(0%)

4 一部腐食
、モルタル剥離 1(10%)1(12%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 10(100%)8(100%)2(100%)

損傷度 被 害 の程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 4(40%)2(33%)2(50%)

2 錆付着、亀裂、釘の腐食 5(50%)3(50%)2(50%)

3 表面損傷・膨張 1(10%)1(17%)0(0%)

4 一部腐食、モルタル剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

5 腐食、表面喪失、鉄筋露出 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 10(100%)6(100%)4(100%)
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外壁の うち出入口回りについては、今回被害かあるとした家屋は20棟 て全体

の213%と なってお り、2割 程度という状況てある。また、図18の とおり、被

害の見 られる家屋のうち70%か 沿岸か ら05km以 内に在する家屋てあるという

結果 となっている。また、被害の程度についても、同様に05kmま ての区分に

被害の程度の重い家屋か集中 していることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては10

棟て木造全体の20.8%、 非木造ては0棟 て非木造全体の217%と なっており、

木造、非木造ともほほ同様に被害か現れている結果 とな っているか、被害の

あった家屋の程度別の分布状況等にっいては、ほほ同様の傾向を示 しているこ

とかわかる。

この結果、当該部分についても屋根と同様のことか言える。

(4)外 部建具

ア 窓

外部建具の うち窓については、被害か見 られた家屋は表30の とおり、全構造

て20棟(全 体の21.3%)、 また、その内訳として木造か0棟(木 造全体の20.8

%)、 非木造か0棟(非 木造全体の217%)と なっている(図19参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると、表31-1の と

おりてあり、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図20の とおりて

ある。そのうち、木造のみの程度別棟数は、表31-2の とお りてあ り、非木造

のみの程度別棟数は、表31-3の とおりてある。

外部建具の うち窓については、今回被害かあるとした家屋は20棟 て全体の

表30外 部建具(窓)の 被害棟数 図19被害棟数 割合

外部建具(窓)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 20棟 74棟 94棟 213

構 うち2㎞ 未満 17 84 51 333

造 うち2㎞血以上 8 40 43 38

棟 数 10棟 88棟 48棟 208
木
うち2㎞ 未満 9 18 27 333

造
うち2㎞且以上 1 20 21 48

非 棟 数 10棟 36棟 46棟 217

木 うち2㎞ 未満 8 16 24 333

造 うち2㎞以上 2 20 22 91 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表31-1外 部建具(窓)の 被害状況 図20沿岸距離別被害棟数
外部建具(窓)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 11(55%)9(53%)2(67%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 9(45%)8(47%)1(33%)

8 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 20(100%)17(100%)3(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

棟

数

棟

表31-2外 部建具(窓)の被害状況(木造) 表31-3外 部建具(窓)の被害状況(非木造)

損傷度 被害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 5(50%)4(44%)1(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 5(50%)5(56%)0(0%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 10(100%)9(100%)1(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 6(60%)5(63%)1(50%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 4(40%)3(37%)1(50%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 10(100%)8(100%)2(100%)

213%と なってお り、2割 程度という状況てある。また、図20の とおり、被害

の見 られる家屋の うち80%か 沿岸か ら05km以 内に在す る家屋てあるという結

果となっている。

なお、被害の程度については、沿岸からの距離による差は特にみられない。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては10

棟て木造全体の208%、 非木造ては10棟て非木造全体の217%と なっており、

外壁の出入口回りと同 じく木造、非木造ともほほ同様に被害か現れている結果

となっているか、被害のあった家屋の程度別の分布状況等については、いずれ

も損傷度1又 は2程 度となっている。

イ 出入口

外部建具のうち出入口については、被害か見られた家屋は表32の とおり、全

構造て14棟(全 体の149%)、 また、その内訳 として、木造か6棟(木 造全体

の125%)、 非木造か8棟(非 木造全体の174%)と なっている(図21参 照)。
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また、家屋 毎の被害の程度 別による棟数 は、全構造てみ ると表33-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別棟数の状況 は図22の とお りてあ

る。 その うち、木造のみの程度別棟数 は、表33-2の とお りてあ り、非木造の

みの程度別棟数 は、表33-3の とお りてあ る。

表32外 部建具(出 入口)の 被害棟数 図21被 害棟数割合

外部建具(出入口)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 14棟 80棟 94棟 149

構 うち2㎞ 未満 10 41 51 196

造 うち2㎞ 以上 4 39 43 93

棟 数 6棟 42棟 48棟 125
木
うち2㎞ 未満 5 22 27 185

造
うち2㎞ 以上 1 20 21 48

非 棟 数 8棟 38棟 46棟 174

木 うち2㎞ 未満 5 19 24 208

造 うち2㎞ 以上 3 19 22 136 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表33-1外 部建具(出 入口)の被害状況 図22沿 岸距離別被害棟数

外部建具(出入口)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程 度2程 度3程 度4程 度5

損傷度 被害の程度 棟 数 うち うち(構成
比)2㎞ 未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ペンキ剥離 8(57%)4(40%)4(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 6(43%)6(60%)0(0%)

3
一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 14(100%)10(100%)4(100%)

損傷度 被害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2㎞未満2
㎞以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 3(50%)2(40%)1(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 3(50%)3(60%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 6(100%)5(100%)1(100%)

表33-2外 部建具(出入口)の被害状況(木造) 表33-3外 部建具(出入口)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構
成比)2㎞未 満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 5(63%)2(40%)3(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 3(37%)3(60%)0(0%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 8(100%)5(100%)3(100%)
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外部 建具の うち出入 口につ いて は、今回被害か あると した家屋 は14棟 て全体

の149%と な ってお り、1割 程度 とい う状況て ある。 また、図22の とお り、被

害の見 られ る家屋 の うち71%か 沿岸か ら0.5km以 内に在 す る家屋 てあ るか、一

方 て2km以 上 に在す る家屋 につ いて も29%を 占めるとい う結果 となってい る。

しか し、全般的 にみれは05km以 内に家屋 か集 中 してお り、さ らに、被 害の

程度 について も、 同様に05kmま て の区分 に被害 の程度の やや重 い家屋か 集中

して いることかわか る。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害 かあ るとした家屋か、木造 ては6

棟て全体の125%、 非木造ては8棟 て全体 の17.4%と なってお り、木造 に比 へ、

非木造てやや多 く被害か現れてい る結果 とな っているか、被害のあ った家屋 の

程度別の分布状 況等については、ほほ同様 の傾 向を示 して いることかわか る。

この結果、当該部分につ いて も屋根 と同様 の ことか言え る。

ウ 雨戸

外 部建 具の うち雨戸 につ いて は、設置 して い る家屋か30棟 て、全体の31.9%、

約3割 の棟数て あ る。 その うち、被害か見 られ た家屋は表34の とお り、全構造

て9棟(全 体の360%)、 また、その内訳 と して、木造か8棟(木 造全体の36.4

%)、 非木造か1棟(非 木造全体 の125%)と な ってい る(図23参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別によ る棟数 は、全構造てみ る と表35-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別 棟数の状況 は図24の とお りてあ

る。その うち、木造のみの程度 別棟数か表35-2の とお りてあ り、非木造 のみ

の程度 別棟数は、表35-3の とお りて ある。

表34外 部建具(雨 戸)の 被害棟数 図23被 害事故割合

外部建具(雨戸)
区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 9棟 21棟 30棟 300

構 うち2㎞ 未満 8 9 17 471

造 うち2㎞ 以上 1 12 13 77

木
棟 数 8棟 14棟 22棟 364

造
うち2㎞ 未満 7 7 14 500

うち2㎞ 以上 1 7 8 125

非 棟 数 1棟 7棟 8棟 125

木 うち2㎞ 未満 1 2 3 333

造 うち2㎞ 以上 0 5 5 00 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

割
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%
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表35-1外 部建具(雨戸)の被害状況 図24沿 岸距離別被害棟数

外部建具(雨戸)

損傷度 被害の程度

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 5(56%)3(43%)2(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 3(33%)3(43%)0(0%)

3 一部腐食 1(11%)1(14%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 9(100%)7(100%)2(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程 度2程 度3程 度4程 度5

棟
数

棟

表35-2外 部建具(雨戸)の被害状況(木造) 表35-3外 部建具(雨戸)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の程 度

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 4(50%)3(43%)1(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 3(33%)3(43%)0(0%)

3 一部腐食 1(12%)1(14%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 8(100%)7(100%)1(100%)

損傷度 被害 の程 度 棟 数 うち うち(構成比)2
㎞未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 1(100%)0(0%)1(100%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 0(0%)0(0%)0(0%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 1(100%)0(0%)1(100%)

外部建具のうち雨戸については、今回被害かあるとした家屋は9棟 て全体の

30.0%と なっており、3割 程度といいう状況てある。また、図24の とおり、被

害の見 られる家屋の うち78%か 沿岸か ら05km以 内に在す る家屋てあるか、前

記の出入口と同様、2km以 上に在する家屋についても22%を 占めるという結果

となっている。

しか し、全般的にみれは05km以 内に家屋か集中 しており、さらに、被害の

程度についても、同様に05kmま ての区分に被害の程度の重い家屋か集中して

いることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては8

棟て全体の36.4%、 非木造ては1棟 で全体の12.5%と なっており、非木造に比

へ、木造てより多 く被害か現れている結果 となっているか、被害のあった家屋

の程度別の分布状況等については、ほほ同様の傾向を示 していることかわかる。
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この結果、当該部分につ いても屋根と同様のことか言える。

エ 網入 りカラス

外部建具のうち網入 りカラスについては、設置 している家屋か18棟 て、全体

の19.1%と2割 に満たない棟数てある。そのうち被害か見 られた家屋は表36の

とお り、非木造の2棟(非 木造全体の154%)の みとなっている(図25参 照)。

また、沿岸から家屋まての距離別棟数の状況は図26の とお りてあり、被害か

みられた非木造の程度別による棟数は、表39-3の とおりてある。

外部建具のうち網入 りカラスにっいては、今回被害かあるとした家屋は2棟

て全体の111%と なってお り、他の部分に比へて少なく、1割 程度 という状況

てある。また、図26の とお り、被害のみ られる家屋2棟 のうち1棟 は沿岸から

05km以 内に在する家屋てあり、もう1棟は2km以 上に在する家屋てあるか、0.5

km以 内の家屋の方か被害の程度か重い。

表36外 部建具(網 入ガラス)の 被害棟数 図25被 害棟数割合
外部建具(網入りガラス)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 2棟 16棟 18棟 111

構 うち2㎞未満 1 8 9 111

造 うち2㎞以上 1 8 9 111

棟 数 0棟 5棟 5棟 00

木

造

うち2㎞ 未満 0 2 2 00

うち2㎞ 以上 0 3 3 00

非 棟 数 2棟 11棟 13棟 154

木 うち2㎞ 未満 1 6 7 143

造 うち2㎞ 以上 1 5 6 167 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

表37-1外 部建具(網 入りガラス)の被害状況 図26沿 岸距離別被害棟数

外部建具(網入りガラス)

損傷度 被害 の程度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 1(50%)0(0%)1(100%)

3 一部腐食
0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 1(50%)1(100%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 2(100%)1(100%)1(100%)
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表37-2外 部建具(網入りガラス)の被害状況(木造) 表37-3外 部建具(網入りガラス)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、止め金具の腐食、立付不良 0(0%)0(0%)0(0%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 0(100%)0(100%)0(100%)

損傷度 被 害 の程 度

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、止め金貝の腐食、立付不良 1(50%)0(0%)1(100%)

3 一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食、破損 1(50%)1(100%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 2(100%)1(100%)1(100%)

また、木造及ひ非木造の別ては、木造ては被害かあるとした家屋はなく、非

木造ては2棟 て非木造全体の15.4%と なっている。

(5)そ の他

ア 軒樋

軒樋については、設置 している家屋か63棟て全体の670%て あり、そのうち

被害か見 られた家屋は表38の とおり、全構造て24棟(全 体の38.1%)、 また、

その内訳 として、木造か19棟(木 造全体の442%)、 非木造か5棟(非 木造全

体の250%)と なっている(図27参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表39-1の とお

りてあり、さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図28の とおりてあ

る。その うち、木造のみの程度別棟数は、表39-2の とおりてあり、非木造の

みの程度別棟数は、表39-3の とお りてある。

軒樋については、今回被害かあるとした家屋は24棟 て全体の38.1%と なって

おり、4割 弱という状況てある。また、図28の とおり、被害の見 られる家屋の

うち63%か 沿岸か ら05km以 内に在する家屋てあるという結果となっている。

また、被害の程度について も、同様に05kmま ての区分に被害の程度の重い家

屋か集中 していることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては19

棟て全体の44.2%、 非木造ては5棟 て全体の250%と なっており、非木造に比

べ、木造てかなり多 く被害か現れている結果となっているか、被害のあった家

屋の程度別の分布状況等については、ほほ同様の傾向を示 していることかわか

る。
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この結果、当該部分について も屋根と同様のことか言える。

表38そ の他(軒 樋)の 被害棟数 図27被害棟 数割合

その他(軒樋)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 24棟 39棟 63棟 381

構 うち2㎞ 未満 15 18 88 455

造 うち2㎞ 以上 9 21 30 300

棟 数 19棟 24棟 43棟 442

木
造

うち2㎞ 未満 11 12 28 478

うち2㎞ 以上 8 12 20 400

非 棟 数 5棟 15棟 20棟 250

木 うち2㎞ 未満 4 6 10 400

造 うち2㎞ 以上 1 9 10 100

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

表39-1そ の他(軒 樋)の被害状況 図28沿 岸距離別被害棟数
その他(軒樋)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 14(59%)8(53%)6(67%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 8(33%):5(33%)13(33%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(4%)1(7%)0(0%)

4 腐食 1(4%)1(7%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 24(100%)15(100%)9(100%)
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表39-2そ の他(軒樋)の被害状況(木造) 表39-3そ の地(軒樋)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離
1

1(58%)6(55%)5(63%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 7(37%)4(36%)3(37%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 1(5%)1(9%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 19(100%)11(100%)8(100%)

損傷度 被害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 3(60%)2(50%)1(100%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 1(20%)1(25%)0(0%)

8 膨張、破損、一部腐食 1(20%)1(25%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 5(100%)4(100%)1(100%)
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イ たて樋

たて樋 につ いて は、設 置 している家屋か78棟 て全体 の830%て あ り、 その う

ち被害か見 られ た家屋 は表40の とお り、全構造 て32棟(全 体 の410%)、 また、

その内訳 と して 、木 造か20棟(木 造全体 の465%)、 非 木造か12棟(非 木造全

体 の34.3%)と な って い る(図29参 照)。

また、家屋毎の被害 の程度別 による棟数 は、全構造てみ る と表41-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別棟数 の状況 は図30の とお りてあ

る。その うち、木造のみの程度 別棟数 は、表41-2の とお りて あ り、非木造の

みの程度 別棟数 は、表41-3の とお りてあ る。

表40そ の他(た て樋)の被害棟数
その他(たて樋)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 32棟 46棟 78棟 410

構 うち2㎞ 未満 20 20 40 500

造 うち2㎞ 以上 12 26 38 316

棟 数 20棟 23棟 43棟 465
木
うち2㎞ 未満 12 ll 23 522

造
うち2㎞ 以上 8 12 20 400

非 棟 数 12棟 23棟 85棟 343

木 うち2㎞未 満 8 9 17 471

造 うち2㎞ 以上 4 14 18 222

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

表41-1そ の他(た て樋)の被害状況 図30沿 岸距離別被害棟数
その他(たて樋)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2㎞未満2㎞以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 16(50%)8(40%)8(67%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 15(47%)11(55%)4(33%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 1(3%)1(5%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 32(100%)20(100%)12(100%)

0～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程 度5
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表41-2そ の他(たて樋)の被害状況(木造) 表41-3そ の地(たて樋)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成
比)2㎞ 未滿2㎞ 以上

1 変色、汚染、ペンキ剥離 11(55%)6(50%)5(63%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 8(40%)5(42%)3(37%)

8 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 1(5%)1(8%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 20(100%)12(100%)8(100%)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち
(構成比)2㎞ 未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、へンキ剥離 5(42%)2(25%)3(75%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 7(58%)6(75%)1(25%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落
0

(0%)0(0%)0(0%)

合 計 12(100%)8(100%)4(100%)

たて樋については、今 回被害か あると した家屋 は32棟 て、設置 してい る家

屋 全体 の410%と な ってお り、4割 強 とい う状況てあ る。 また、図30の とお り、

被 害の見 られ る家屋 の うち59%か 沿岸か ら05km以 内に在 す る家屋て あ るか、

2km以 上 に在す る家屋 につ いて も38%を 占め るとい う結果 とな ってい る。 しか

し、被 害の程度 につ いては、0.5kmま て の区分 に被害の程度 の重い家屋か集 中

して いることかわか る。

また、木造及ひ非木造 の別 ては、今回被害か ある とした家屋か、木造て は20

棟て全体の465%、 非木造て は12棟 て全体の34.3%と な ってお り、木造の5割

近い家屋 に被 害か現 れている結果 とな ってい るか、被害のあ った家屋 の程度別

の分布状 況等 につ いては、 ほほ同様の傾向を示 してい ることかわか る。

この結果、 当該部分 につ いて も屋根 と同様 の ことか言 え る。

ウ 戸袋

戸袋 につ いて は、設置 してい る家屋か26棟 て、全体の277%と3割 に満 たな

い棟 数て あ る。そ の うち被害か 見 られ た家屋 は表42の とお り、全 構造 て11棟

(全体の423%)て あ り、 これ はすへ て木造て あ り(木 造全体の500%)、 非

木 造には該 当か ない(図31参 照)。

また、家屋毎 の被害の程度別 によ る棟数 は、全構造て み ると表43-1の とお

りて あ り、 さ らに、沿岸 か ら家屋 まて の距離別棟数の状況 は図32の とお りてあ

る。その うち、木造のみの程度別棟数 は、表43一一2の とお りてあ り、非木造の

みの程度 別棟数 は、表43-3の とお りてあ る。
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表42そ の他(戸 袋)の 被害棟数 図31被害棟数割合
その他(戸袋)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 11棟 15棟 26棟 423

構 うち2㎞ 未満 7 7 14 500

造 うち2㎞ 以上 4 8 12 333

棟 数 11棟 -棟 22棟 500
木
うち2㎞ 未満 7 6 13 538

造
うち2㎞ 以上 4 5 9 444

非 棟 数 0棟 4棟 4棟 00

木 うち2㎞ 未満 0 1 1 00

造 うち2km以 上 0 3 3 00 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

表43-1そ の他(戸 袋)の被害状況 図32沿岸距離別被害棟数
その他(戸袋)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2
㎞未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 6(55%)3(43%)3(75%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 5(45%)4(57%)1(25%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 11(100%)7(100%)4(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程 度1程度2程度3程度4程度5

表43-2そ の他(戸袋)の被害状況(木造) 表43-3そ の地(戸袋)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペノキ剥離 6(55%)3(43%)3(75%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 5(45%)4(57%)1(25%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 11(100%)7(100%)4(100%)

損傷度 被 害 の程 度 棟 数 うち うち
(構成比)2㎞ 未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘノキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、軽微ねゆるみ 0(0%)0(0%)0(0%)

3 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 0(0%)0(0%)0(0%)

割
合

%

棟
数

棟

戸袋については、今回被害かあるとした家屋は11棟 て設置 している家屋全体

の423%と なっており、軒樋の木造、たて樋 と同様に被害か目立っているとい

う状況にある。また、図32の とおり、被害の見られる家屋のうち64%か 沿岸か

ら0.5km以 内に在する家屋てあるという結果となっている。
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また、木 造及 ひ非木造の別 ては、今 回被害か ある とした家屋11棟 は全 て木造

てあ り、 これは木造全体の50%を 占め、半数 の家屋 に何 らかの被害か現れ てい

る結果 とな っている。

エ 台所換気扇 フー ト

台所換気扇 フー トについて は、設置 して いる家屋 か81棟 て、全 体の861%て

あ り、 その うち被害か見 られ た家屋 は表44の とお り、全構造 て21棟(全 体 の25.9

%)、 また、その内訳 として、木造か13棟(木 造全体 の295%)、 非木造 か8棟

(非木造全体の216%)と な って いる(図33参 照)。

また、家屋毎の被害 の程度別 による棟数 は、全構造て みる と表45-1の とお

りてあ り、 さらに、沿岸か ら家屋 まての距離 別棟数 の状況 は図34の とお りてあ

る。その うち、木造のみの程 度別棟数 は、表45-2の とお りて あ り、非木造 の

みの程度別棟数 は、表45-3の とお りて あ る。

台 所 換 気 扇 フー トにっ い て は、今 回 被 害 か あ る と した 家 屋 は21棟 て 全

体 の259%と な ってお り、3割 弱 とい う状 況て ある。 また、図34の とお り、

被害 の見 られ る家屋の うち67%か 沿岸 か ら05km以 内に在 す る家屋て あ るとい

う結果 となってい る。

また、木造及ひ非木造の別て は、今回被害かあ るとした家屋か、木造 ては13

棟 て全体の295%、 非木造て は8棟 て全体 の216%と な ってお り、非木造 に比

へ 、木造てよ り多 くの被害か現れてい る結果 となって いるか、被害 のあ った家

屋 の程度別 の分布状況等にっいては、 ほほ同様 の傾向を示 して いることかわか

る。

表44そ の地(台 所換気扇フード)の被害棟数 図33被害棟 数割合
その他(台所換気扇フード〕

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)
全 棟 数 21棟 60棟 81棟 259

構 うち2㎞ 未満 14 32 46 304

造 うち2㎞ 以上 7 28 85 200

棟 数 18棟 81棟 44棟 295

木
造

うち2㎞ 未満 8 17 25 320

うち2㎞ 以上 5 14 19 263

非 棟 数 8棟 29棟 37棟 216

木 うち2㎞ 未満 6 15 21 286

造 うち2㎞ 以上 2 14 16 125
全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし
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表45-1そ の他(台所換気扇フート)の被害状況 図34沿岸距離別 被害棟数

その地(台所換気扇フード)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 13(82%)9(64%)4(57%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 6(29%)4(29%)2(29%)

3 膨張、破損、一部腐食 2(9%)1(7%)1(14%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 21(100%)14(100%)7(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

表45-2そ の他(台所換気扇フード)の被害状況(木造) 表45-3そ の他(台所換気扇フード)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2㎞未滿12㎞以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 8(61%)5(63%)3(60%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 4(31%)2(25%)2(40%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(8%)1(12%)0(0%)

4 腐食

0

(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 13(100%)8(100%)5(100%)

損傷度 被 害 の程 度 棟 数 うち うち(構成比)2
㎞未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 5(63%)4(67%)1(50%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 2(25%)2(33%)0(0%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(12%)0(0%)1(50%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 8(100%)6(100%)2(100%)

この結果 、当該部分 につ いて も屋根 と同様の ことか言え る。

オ 床下換気 口金物

床下換気 口金物 につ いて は、設置 して いる家屋 か50棟 て、全体の53.2%て あ

り、 その うち被害か 見 られ た家屋 は表46の とお り、全構造て12棟(全 体の24.0

%)、 また、 その内訳 と して、木造か6棟(木 造全体の182%)、 非木造か6棟

(非木造全体 の353%)と な ってい る(図35参 照)。

また、家屋 毎の被害の程度別によ る棟数 は、全構造てみ ると表47-1の とお

りてあ り、 さ らに、沿岸か ら家屋 まての距離別棟数 の状況 は図36の とお りてあ

る。 その うち、木造 のみの程度別棟数 は、表47-2の とお りてあ り、非木造 の

みの程度別棟数 は、表47-3の とお りて ある。
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表46そ の他(床 下換気口金物)の 被害棟数 図35被害棟数割合
その他(床下換気口金物)

区 分 被害ありA 被害なしB A+BC A/C(%)

全 棟 数 12棟 38棟 50棟 240

構 うち2㎞未満 4 20 24 167

造 うち2㎞ 以上 8 18 26 308

棟 数 6棟 27棟 33棟 182
木
うち2㎞ 末満 3 14 17 176

遣
うち2㎞ 以上 3 18 16 188

非 棟 数 6棟 -棟 17棟 353

木 うち2㎞ 未満 1 6 7 143

造 うち2㎞ 以上 5 5 10 500 全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被書なし

表47-1そ の他(床 下換気口金物)の被害状況 図36沿岸距離別被害棟数
その他(床下換気口金物)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2㎞未満2㎞以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 3(25%)0(%)3(37%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 7(59%)2(50%)5(63%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(8%)1(25%)0(0%)

4 腐食 1(8%)1(25%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 12(100%)4(100%)8(100%)

00～0203～050～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程度1程度2程度3程 度4程 度5

表47-2そ の他(床下換気口金物)の被害状況(木造) 表47-3そ の他(床下換気口金物)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 5(83%)2(67%)3(100%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(17%)1(33%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 6(100%)3(100%)3(100%)

損傷度 被 害 の 程 度 棟 数 うち うち(構成比)2
㎞未満2㎞ 以上

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 3(50%)0(0%)3(60%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 2(33%)0(0%)2(40%)

8 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 1(17%)1(100%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 6(100%)1(100%)5(100%)

床 下換気 口金物については、今回被害か ある とした家屋 は12棟 て全体の240

%と な ってお り、2割 強 とい う状 況て ある。 また、図36の とお り、被害の見 ら

れ る家屋の うち05km以 内に在 す る家屋 は、25%に ととま り、一方て2km以 上

に在 する家屋か67%を 占めてお り、他 の部分 とは異 なった結果 とな って いる。
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しか し、被害の程度の重い家屋は10km未 満の区分に集中していることかわ

かる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては6

棟て全体の18.2%、 非木造ては6棟 て全体の35.3%と なっており、木造に比へ、

非木造て2倍 近い被害か現れている結果となっている。

力 屋外設置設備機器

屋外設置設備機器については、設置 している家屋か47棟 て、全体の500%て

あり、そのうち被害か見られた家屋は表48の とおり、全構造て27棟(全 体の57.4

%)、 また、その内訳 として、木造か13棟(木 造全体の591%)、 非木造か14棟

(非木造全体の560%)と なっている(図37参 照)。

また、家屋毎の被害の程度別による棟数は、全構造てみると表49-1の とお

りてあり、 さらに、沿岸か ら家屋まての距離別棟数の状況は図38の とおりてあ

る。そのうち、木造のみの程度別棟数は、表49-2の とお りてあ り、非木造の

みの程度別棟数は、表49-3の とおりてある。

屋外設 置設備機 器 につ いて は、今回被害か あ る と した家屋 は27棟 て

全体 の57.4%と なっており、他の部分と比較 して多数の被害か見 られること

となっている(こ の結果は、あ くまて調査結果に基つ く数値てあるか、屋外設

置設備機器を設置しているに もかかわ らす被害か見 られないために回答 しな

かった場合 もあると思われる。)。また、図38の とお り、被害の見 られる家屋の

うち59%か 沿岸から05km以 内に在する家屋てあるか、2km以 上に在する家屋

についても37%を 占めるという結果 となっている。

表48そ の他(屋 外設置設備機器)の 被害棟数 図37被害棟数割合
その他(屋外設置設備機器)

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 27棟 20棟 47棟 574

構 うち2㎞ 未満 17 - 28 607

造 うち2㎞ 以上 10 9 19 526

棟 数 13棟 9棟 22棟 591
木
うち2㎞ 未満 8 5 13 615

遣
うち2㎞ 以上 5 4 9 556

非 棟 数 14棟 -棟 25棟 56.0

木 うち2㎞ 未満 9 6 15 600

造 うち2㎞以 上 5 5 10 500
全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

－39－

割
合

%

43

57

41

59

44

56

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0



表49-1そ の他(屋外設置設備機器)の被害状況 図38治岸距離別被害棟数

その他(屋外設置設備機器)

0.0～0.20.3～0.50.6～0.91.0～1.92.0～2 .93.0～5.0

距離(㎞)

程度1程度2程度3程度4程度5

表49-2そ の他(屋外設置設備機器)の被害状況(木造) 表49-3そ の他(屋外設置設備機器)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 10(37%)5(29%)5(50%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 15(55%)11(65%)4(40%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(4%)0(0%)1(10%)

4 腐食 1(4%)1(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 27(100%)17(100%)10(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 4(31%)2(25%)2(40%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 8(61%)6(75%)2(40%)

3 膨張、破損、一部腐食 1(8%)0(0%)1(20%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 13(100%)8(100%)5(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 6(43%)3(33%)3(60%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 7(50%)5(56%)2(40%)

8 膨張、破損、一部腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

4 腐食 1(7%)1(11%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 14(100%)9(100%)5(100%)

棟
数

棟

また、木造及 び非木造 の別 では、今回被害があ ると した家屋が 、木造で は13

棟で全体 の59.1%、 非木造で は14棟 で全 体の56.0%と な ってお り、非木造 に比

べ、木造でやや多 く被害が現れ ている結 果 とな ってい るが、被害 のあ った家屋

の程度 別の分布状況等 につ いて は、 ほぼ同様の傾 向を示 している ことがわか る。

この結果、 当該部分 につ いて も屋根 と同様 の ことが言 え る。

キ その他

その他 には、前記 まで に掲げ た部分以外 として、主 にベ ラ ンダ、屋外階段 、

手摺 り等が設置 されて いた。

これ らの設備等を設置 してい る家屋 は22棟 で全体の23.4%で あ り、その うち

被害が 見 られた家屋 は表50の とお り、全 構造で13棟(全 体 の59.1%)、 また、

その 内訳 として、木造が1棟(木 造全体 の14.3%)、 非木 造が12棟(非 木造全

体の80.0%)と な っている(図39参 照)。

また、家屋毎 の被害 の程度別 による棟数 は、全構造 でみ ると表51-1の とお
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りてあり、さらに、沿岸から家屋まての距離別棟数の状況は図40の とおりてあ

る。そのうち、木造のみの程度別棟数は、表51-2の とおりてあり、非木造の

みの程度別棟数は、表51-3の とおりてある。

表50そ の他(そ の他)の 被害棟数 図39被害棟 数割合

その他(その他)

全棟 うち木造 うち非木造

被害あり 被害なし

区 分 被害ありA 被害なしB A＋BC A/C(%)

全 棟 数 13棟 9棟 22棟 591

構 うち2㎞ 未満 8 4 12 667

造 うち2㎞ 以上 5 5 10 500

棟 数 1棟 6棟 7棟 143
木
うち2㎞ 未満 0 3 3 00

造
うち2㎞ 以上 1 3 4 20

非 棟 数 12棟 3棟 15棟 800

木 うち2㎞ 未満 8 1 9 889

造 うち2㎞以上 4 2 6 667

表51-1そ の他(そ の他)の 被害状況 図40沿岸距離別 被害棟数
その他(その他)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ペンキ剥離 2(15%)1(12%)1(20%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 6(47%)3(38%)3(60%)

8 膨張、破損、一部腐食 3(23%)2(25%)1(20%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 2(15%)2(25%)0(0%)

合 計 13(100%)8(100%)5(100%)

00～0203～0506～0910～1920～2930～50

距離(㎞)

程 度1程度2程度3程度4程度5

割
合

%

棟
数

棟

表51-2そ の位(その他)の被害状況(木造) 表51-3そ の他(その他)の被害状況(非木造)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 0(0%)0(0%)0(0%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 0(0%)0(0%)0(0%)

8 膨張、破損、一部腐食 1(100%)0(0%)1(100%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 0(0%)0(0%)0(0%)

合 計 1(100%)0(0%)1(100%)

損傷度 被 害 の 程 度

1 変色、汚染、ヘンキ剥離 2(17%)1(12%)1(25%)

2 錆付着、軽微なゆるみ 6(49%)3(38%)3(75%)

3 膨張、破損、一部腐食 2(17%)2(25%)0(0%)

4 腐食 0(0%)0(0%)0(0%)

5 欠落 2(17%)2(25%)0(0%)

合 計 12(100%)8(100%)4(100%)
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その他の部分については、今回被害かあるとした家屋は13棟て全体の591%

となっており、屋外設置設備機器と同様、他の部分と比較 して多数の被害か見

られることとなっている(こ の結果は、あくまて調査結果に基つ く数値てある。

以下、屋外設置設備機器と同 し。)。また、図40の とおり、被害の見 られる家屋

の うち54%か 沿岸か ら05km以 内に在する家屋てあるか、2km以 上に在する家

屋について も38%を 占めるという結果となっている。

しか し、被害の程度については0.5kmま ての区分に被害の程度の重い家屋か

集中していることかわかる。

また、木造及ひ非木造の別ては、今回被害かあるとした家屋か、木造ては1

棟て木造全体の143%、 非木造ては12棟て非木造全体の80.0%と なっており、

木造に比へ、非木造て特に多 く被害か現れている結果となっている。

4距 離別家屋の被害状況

以上、家屋の各部分別に損傷の状況をみたか、各部分について沿岸か ら05km以

内の家屋の損傷か 目立つ と思われるため、0.5km以 内の家屋 と0.5kmを 超える家屋に

分けて、被害のある家屋の割合を部分別に比較 したものか表52て ある。

これをみると、05kmを 超える家屋ては、1割 から2割 の家屋に被害か見 られる

のに対 し、05km以 内の家屋ては、調査家屋の3割 か ら5割 の家屋に被害か見 られ、

床下換気口金物を除 く全ての部分て、0.5kmを 超える家屋の被害を上回っている。

0.5km以 内の家屋て被害割合の高いものは、その他部分の屋外設置設備機器とそ

の他をはしめ、外壁部分の上部、その他部分の戸袋、たて樋、軒樋て5割 を超えて

お り、外部建具部分の雨戸、屋根部分の軒、外壁中部、下部、窓回りか4割 以上、

屋根部分の棟、屋根面、外壁の出入口回り、外部建具の窓、その他の換気扇フー ト

か3割 以上となっている。

05kmを 超える家屋て被害割合の高いものは、その他部分の屋外設置設備機器と

その他か4割 台て、その他部分の床下換気口金物、たて樋の3割 程度、屋根部分の

屋根面、軒、外壁上部、中部、窓回 り、その他部分の軒樋、戸袋か2割 以上となっ

ている。

なお、被害か少なかったのは、0.5kmを 超える家屋の基礎部分、外部建具部分の
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窓、 出入 口て、1割 に も満 たないか、05km以 内の家屋て は、被害割合か1割 に満

たない部分 はなか った。
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表52 距離別部分別家屋の被害状況

部 分 別

屋根 棟

屋根面

軒

基礎

外壁 上部

中部

下部

窓回り

出入口回り

外部建具 窓

出入口

雨戸

網入ガラス

その他 軒樋

たて樋

戸袋

換気扇フード

床下換気口金物

屋外設置設備機器

その他

0.5km以 内

調 査

棟 数

45

45

45

45

45

45

4,5

45

45

45

45

15

8

28

84

12

41

21

24

10

被 害

棟 数

14

15

20

18

24

18

20

19

14

16

10

7

1

15

19

7

14

8

16

8

被 害

割 合

81%

38

44

29

53

40

44

42

31

86

22

47

18

54

56

58

34

14

67

80

0.5km超 5km以 内

調 査

棟 数

49

49

49

49

49

49

49

49

49

49

49

15

10

35

44

14

40

29

23

12

被 害
棟 数

6

11

12

2

10

12

9

14

6

4

4

2

1

9

18

4

7

9

11

5

被 害

割 合

12%

22

24

4

20

24

18

29

12

8

8

13

10

26

30

29

18

31

48

42

(注) 調査棟数欄の外部建具部分雨戸以下の数は、調査家屋のうちその部分

のある家屋の棟数である。
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Ⅲ 前回調査(四 国 ・九州)と 今回調査(北 海道 ・本州)と の比較

1 調査対象団体

前回調査では、四国 ・九州の主として台風常襲地帯 とされる地域か ら調査団体を

選定 しており、調査対象団体数は34市町村であった。今回のそれは、潮風の影響が

あると思われ る沿岸地域か ら選定 してお り、北海道 ・本州全体か ら12団体を選定 し

た。

また、前回は、一つの県内で最多17団 体を調査 しているが、今回は、1県 内1団

体とし、北海道及び本州全体の傾向を把握することとした。

2 調査対象家屋

(1)

調査対象家屋数は次のとおりである。

(2)

前回調査(四 国 ・九州)

今回調査(北 海道 ・本州)

距離別棟数

483棟

94棟

前回 と今回の調査の距離別棟数を、調査家屋全体に対す る割合で比較 した もの

が表53で あ る。

沿岸か ら0.3km未 満が 、前 回の調査で は46%と 半数近 くを占め、0.3km以 上0.6km

未満が9%と な ってい る。 これに対 し、今回の調査で は、0.3km未 満が30%で0.3

km以 上0.6km未 満が18%で あ り、0.6km未 満の合計で は、前回55%、 今回48%の 割

合 となって いる,

また、2km以 上5km以 内の区分で は、前回が33%、 今回が46%と な っている。

表53 距離別棟数比較表
(単位:%)

区 分

0,3k未 満

0.3km以 上0.6km未 満

0.6km以 上1.0km未 満

1.0km以 上2.0km未 満

2.0km以 上3.0km未 満

8.0km以 上5.0km以 内

合 計

四国・九州

46

9

4

8

15

18

100

北海道・本州

30

18

2

4

27

19

100
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(3) 建築後の経過年数

建築後の経過年数については、それぞれの経過年数区分に占める家屋の割合は、

表54の とおりである。

これによると、前回調査では1～5年 、6～10年 、11年以上の家屋が、それぞ

れほぼ3分 の1程 度であったが、今回調査では、1～5年 が約2割 強、6～10年

が3割 弱、11年 以上経過 している家屋が5割 強と半数以上を占めている。一般に

家屋は年数が経過するに伴い、損傷 も増す ものと思われることか ら、今回の調査

が前回調査よ り部分別にみた場合の大部分において、被害のみ られ る家屋が多

かったことは、経過年数の長い家屋が多かったことと関連があるのではないかと

思われる。

表54建 築後の経過年数別比較表
(単位:%)

区 分

1～5年

6～10年

11年 以上

合 計

四国・九州

32

84

34

100

北海道・本州

22

27

51

100

3 部分別損傷の状況

損傷の見られる家屋を、前回と今回で部分別毎に比較 したものが、表55で ある。

部分別は大まかに20の部分に分けてあるが、このうち、全構造で損傷のあった家屋

の占める率が、前回が今回より高かったものは、網入 りガラス、屋外設置設備機器、

その他の3部 分であるが、その他17部 分については、今回の調査地域に在する家屋

に損傷の見られるものが多い結果 となっている。

最も損傷の見られる割合の高いものは、前回、今回ともその他部分の屋外設置設

備機器及びその他であるが、 これは前回報告書にもあるとおり、設置 しているにも

かかわらず、損傷が見 られないために回答されなかった場合 もあると考えられるこ

とから、損傷率が高いのではないか と思われる。

また、前回は、損傷のあった家屋の占める率が30%以 上のものは、上記屋外設置

設備機器及びその他を除 くと、その他部分のたて樋の30.4%の みであり、損傷の見

-46-



られる家屋が20%以 上のものは、屋根の軒、外壁上部、その他部分の戸袋等計6部

分である。それに対 し、今回は、40%以 上のものが、その他部分の戸袋42.3%と た

て樋41.0%の2部 分あるのに続き、30%以 上の ものが、その他部分の軒樋、外壁上

部等計7部 分、20%以 上の ものは、屋根の屋根面、その他部分の台所換気扇フー ド

等計15部分あるなど、損傷率 も高 くなっている。

これは、調査対象家屋の数が前回483棟 、今回94棟 と約5倍 の開きがあることか

ら、今回調査対象家屋を選定するに当たり、損傷の見 られ るものを中心に選定され

たことも考えられる。

全構造で各部分別にみて、前回、今回とも最 も損傷割合が多いのは、屋根では軒

部分、外壁では上部、外部建具では雨戸である。 しか し、その他部分(屋 外設置設

備機器及びその他を除く。)で は、前回がたて樋、今回が戸袋 と損傷の見 られ方に

差がある。

一方、前回、今回とも全構造で各部分別に損傷が少なかった部分は、屋根の棟部

分、基礎、外壁の出入 り口回 り、その他部分の床下換気口金物であり、外部建具で

は、前回が窓、今回が網入 りガラスとなっている。
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表55 部分別被害状況比較表

(単 位:%)

部 分 別

屋 根 棟

屋 根 面

軒
基 礎

外 壁 上 部

中 間 部
下 部

窓 回 り

出入口回り

外部建具 窓

出 入 口

雨 戸

網入 りガラス

そ の 他 軒 樋

た て 樋

戸 袋

台所換気扇フー ド

床下換気口金物

屋外設置設備機器

そ の 他

損 傷 家 屋 の 占 め る 割 合

全 構 造

前回
四 国

九 州
6.2

15.7

23.0

5.4

26.7

22.4

21.9

15.3

12.4

8.9

13.3

21.6

12.4

19.0

30.4

26.1

17.3

15.5

66.7

85.0

今回
北海道

本 州
21.3

27.7

34.0

16.0

36.2

31.9

30.9

35.1

21.3

21.3

14.9

30.0

11.1

38.1

41.0

42.3

25.9

24.0

57.4

59.1

前回比

(倍)

3.44

1.76

1.48

2.96

1.36

1.42

1.41

2.29

1.72

2.39

1.12

1.39

0.90

2.01

1.35

1.62

1.50

1.55

0.86

0.70

木 造

前回
四 国

九 州
11.9

24.4

27.5

4.4

25.0

25.6

28.1

19.4

16.9

8.1

12.5

15.5

6.7

24.4

26.1

22.6

21.9

14.7

61.1

74.1

今回

北海道
本 州
25.0

29.2

47.9

16.7

35.4

33.3

33.3

29.2

20.8

20.8

12.5

36.4

0.0

44.2

46.5

50.0

29.5

18.2

59.1

14.3

前 回比

(倍)

2.10

1.20

1.74

3.80

1.42

1.30

1.19

1.51

1.23

2.57

1.00

2.35

0.00

1.81

1.78

2.21

1.35

1.24

0.97

0.19

非 木 造

前回

四 国

九 州
3.4

11.5

20.7

5.9

27.6

20.7

18.9

13.3

10.2

9.3

13.6

25.9

14.7

13.3

32.4

29.4

14.6

16.2

69.6

89.0

今回
北海道

本 州
17.4

26.1

19.6

15.2

37.0

30.4

28.3

41.3

21.7

21.7

17.4

12.5

15.4

25.0

34.3

0.0

21.6

35.3

56.0

80.0

前回比

(倍)

5.12

2.27

0.95

2.58

1.34
1.47

1.50

3.11

2.13

2.33

1.28

0.48

1.05

1,88

1.06

0.00

1.48

2.18

0.80

0.90



Ⅳ まとめ

今回の調査は、家屋の潮風被害による損耗について、積雪地域や寒冷地域における

積雪 ・寒冷補正 と同様に、地域指定による潮風損耗補正の適用の可能性を検討するた

め行ったものである。

平成3年 度の四国 ・九州地域、本年度の北海道 ・本州の調査により、一応の基礎資

料を得ることができたと考えられる。

家屋の損耗の要因としては、家屋の使用による物理的作用、積雪、寒冷、暴風雨又

は温湿度の変化等自然的、地理的条件、酸やアルカリ等の化学的作用、白アリ等の虫

害や生物的作用等多 くの事柄が考え られるが、今回の調査を行った家屋では、屋根、

基礎、外壁、外部建具、その他の各部分別の平均で3割 程度の家屋に被害が見 られた,

しか し、調査 した家屋には、建築後相当年数を経たものが多 く、上記のような要因

が複合 していることも考え られ、この被害が一概に潮風によるものとは言い難い。

ただし、四国 ・九州地域及び北海道 ・本州とも沿岸か ら0.5km以 内の家屋に被害が

多くみ られ、その程度 も重いものが多 く、それ以上沿岸から離れることにより、被害

の棟数 も減 り、その程度 も弱まる傾向にある。ただ、この範囲にあって も、被害の見

られない家屋もあり、また、2km以 上であっても被害の程度の重い家屋 もあ り、潮風

の影響は、当該家屋の所在する地域の風向き、地勢等により左右されることが考え ら

れる。

このように、潮風による家屋の損耗は、地域的、全般的に発生するものではなく、

沿岸地域を中心 とした一部の家屋に限 られることか ら、北海道、本州の調査結果をみ

ても、固定資産評価基準によ り定め られている積雪、寒冷補正 と同様に地域指定に

よって潮風被害による損耗を考慮することは困難である。

したがって、潮風による被害が明らかに見受けられる家屋については、現行の制度

で定められている損耗減点補正率を適用することにより、個々の状況に応 じた措置を

講ずることが望ま しい。
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V計 数資料

1調 査対象家屋の概要一覧

No

1

2

3

4

5

県 名

北海道

北海道
北海道

北海道
北海道

家屋

No

1

2

3

4

5

沿岸距離

メートル

40

20

24GO

500

30

6 北海道 6 0

7

8

9

10

11

青森

青森
青森

青森
青森

1

2

3

4

5

4GO

400

500

400

2300

12 青森 6 2900

13 青森 7 3800

14 青森 8 3100

15 宮域 1 100

16 宮城 2 100

17

18

19

20

宮城
宮城

宮城
宮域

3

4

5

6

2800

2300

100

1

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

宮域

宮域

7 2600

秋田

秋田
秋田

秋田
秋田

秋田
秋田

秋田
千葉

千葉
干葉

千葉
干葉
千葉

千葉
千葉

新潟
新潟

新潟
新潟

新潟

8

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

2600

400

400

4200

4100

300

200

2200

1200

64

32

38

400

2900

2900

3600

3600

500

200

2400

2800

250

新潟

新潟
新潟

石川
石川
石川

石川
石川
石川

石川
石川
福井

福井
福井
福井
福井

福井
福井
福井

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

50

2500

3700

40

15

1700

30

2800

3000

4300

4100

600

400

300

300

3000

4500

4500

2500

2㎞

以内
1

1

1

1

2㎞

以上

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

用 途 ・ 梼 造

木造
住宅
RC造

1

1

1

住宅用

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

その他

S造
住宅用

1

1

1

1

1

1

1

その他

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

LS造

住宅用

1

1

1

その

1

CB造

住宅用

1

その他

建床面積(㎡)

100㎡

未 滴

90.17

79.33

83.05

70.78

54.52

64.53

66.94

61.16

79.21

61.02

92.34

77.68

66.93

97.73

58.26

80.99

93.65

74.55

94.21

80.29

68.57

61.56

71.07

63.02

95.52

98.58

58.50

36.80

100～

200㎡

128.52

136.36

145.74

117.95

166.11

194.98

138.54

169.95

122.28

131.22

136.24

126.58

196.69

117.05

116.73

109.22

122.57

133.09

105.78

131.37

103.00

110.28

104.49

120.97

109.21

122.46

102.93

108.13

200㎡

以 上

03.98

218.18

229.70

238.00

430.26

210.21
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延床
面積
(㎡)

155.37

105.77

117.76

141.56

266.60

77.66

136.36

270.22

278.23

117.95

211.56

266.51

194.98

10.18

138.54

66.94

104.13

231.93

429.80

204.07

125.18

122.04

257.58

266.59

476.00

430.26

164.60

196.69

118.26

110.73

99.98

149.62

117.05

110.32

114.04

191.25

122.57

152.05

151.23

140.62

110.04

170.30

210.66

192.78

181.74

95.86

105.78

164.42

123.40

420.42

173.90

235.89

187.12

323.19

171.40

142.67

222.98

256.92

147.64

155.13

83.20

73.60

階 層 数

1階 2階 3階

以上

建築年次
1～5

年経過
6～10

年経過

(年)

11年

以 上

損耗減点
適用不適

防風林
有

1 1 1

1 1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1 1 1

1

1

1

1

1

1

1 1 1

1 1 1

1 1 1 1

1

1 1

1 1

1

1 1 1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

無

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

防風塀

有

1

1

1

1

1

1

無

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

季節風による波 しぶ き

かかる ときどき

かかる

1

かから

ない

海 側

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

方 位
南

南
1

1

南

南
南

西
1

1

1

東

東
東

1

1

東
東

1 東
1 東
1 東
南

1

南東
東

1

1

南東
東

南
東

1 南東
1 西
1 西
1 西
1 西
1 西
1

11

西

西
西

北
北

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

南
南西

北北

北

北

北

北

北

北

北

北

北

北

北北西

北北西

北

北北西
北

北

北北東

北
北西
北
南西

西
北西
西

南西
南西
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1 調査対象家屋の概要一覧

No

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

県 名
家屋

No

沿岸距離

メートル
2㎞

以内
静岡 1 100 1

静岡 2 100 1

静岡 3 100 1

静岡 4 100 1

静岡 5 2250

静岡 6 2250

静岡 7 2250

静岡 8 2250

和歌山 1 2400

和歌山 2 2400

和歌山 3 1400 1

和歌山 4 2300

和歌山 5 800 1

和歌山 6 300 1

和歌山 7 500 1

和歌山 8 30 1

鳥取 1 1200 1

鳥取 2 200 1

鳥取 3 3500

鳥取 4 4000

鳥取 5 200 1

鳥取 6 80 1

鳥取 7 4700

鳥取 8 4000

山口 1 200 1

山口 2 100 1

由口 3 2300

山口 4 3700

山口 5 100 1

山口 6 400 1

山口 7 2600

山口 8 2900

2㎞

以上

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

木造

住宅

RC造
用 途 ・ 構 造

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

S造

住宅用

1

1

1

その他住宅用その他

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

LS造

住宅用その他

CB造

住宅用その他

建床面積(㎡)

100㎡

未 滴
49.92

72.45

45.58

68.64

57.97

46.39

41.57

81.57

82.58

93.54

64.02

70.41

62.23

72.29

92.60

83.12

100～

200㎡

113.26

198.91

101.27

130.00

129.61

125.37

117.04

171.11

125.80

138.77

145.43

138.27

112.99

108.00

135.45

200㎡

以 上

290.05
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廷床
面積

(㎡)

99.84

113.26

227.15

202.68

144.89

91.16

113.99

115.93

82.70

133.31

152.37

488.04

492.35

157.70

93.54

64.02

200.53

102.72

179.74

95.55

303.55

244.44

166.83

276.68

156.53

138.77

193.73

168.81

266.73

143.55

163.12

406.35

1

階 層 数
階

1

1

1

1

2 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3 階

以上

1

1

1

1

1

1

1

1

建築年次(年)

1～5

年経過

6～10

年経過
11年

以 上

損耗減点

1

1

1

1

1

1

1

1

1

適用不適

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1 1

1

1 1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

防風林

有

1

1

1

1

無

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

防風塀

有

1

1

1

無

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

季節風による波 しぶ き

かか る

1

1

1

1

1

ときどき

かか る

1

1

1

1

1

1

1

1

1

かか ら

ない

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

海 側

方 以
南東

南東
南東
南

南東
南東

南東
南東

東南東
南東

東南東
南東

南東
南東

南東
北東

北
北

北
北

北
北

北
北

南西
南西

北
北北 西

北西
西
北

北北西
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2 各部分別被害の損傷一覧

県 名

北海道

北海道

北海道

北海道

青森県

青森県

青森県

青森県

青森県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

秋田県

千葉県

石川県
石川県

和歌山県

山口県

山口県

沿岸距誰 構 造

2㎞

未満
○

2㎞

以上
木造

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

非木

○

○

○

○

○

○

○

○

1屋 根

① 棟

方 位

全面

全面

全面

海側

全面

全面

全面

全面

全面

全面

全面

全面

海側

海側以外

海側

資 材 等

カ ラー ト タ ン

カ ラ ー ト タ ン

カ ラ ー ト タ ン

カ ラー ト タ ン

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

ス レ ー ト

着色亜鉛鉄板

和瓦(紬 薬)

折板
モル タル

着色亜鉛鉄板
セ メ ン ト瓦(寄 棟)

日本瓦

着色亜鉛鉄板
セメ ン ト瓦

日本瓦
セメ ン ト瓦

階 層

全階

1

1 階

1

1

1

i

1

2 階

1

3～

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

範 囲

全体

全体

全体
一 部

一部

一 部

一部

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体
2分 の1程 度

全体

度
1 変色

損傷の程度

1 変色

1 変色

1

1 変色

1 変色

1 変色

1 変色

3 全体にひび割れ

4

1

3

1 細かな亀裂

2

2 台風時及び風向で雨漏
1

2

1

2

2

沿岸距雛 構 造

県 名 2㎞

夫満

2㎞

以上

木造

北海道 ○ ○

北海道 ○ ○

北海道 ○

北海道 ○ ○

青森県 ○ ○

青森県 ○ ○

青森県 ○
青森県 ○ ○

青森県 ○ ○

青森県 ○

青森県 ○

宮城県 ○ ○
宮域県 ○ ○

宮城県 ○

宮城県 ○

秋田県 ○
千葉県 ○ ○

千葉県 ○
千葉県 ○ ○

千葉県 ○

新潟県 ○ ○

石川県 ○ ○

石川県 ○
和歌山県 ○
山口県 ○ ○

山口県 ○

非木

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

1屋 根

②屋根面

方 位

全面

全面

全面

全面

全面
海側

海側

全面

全面

全面
全面

全面

全面

全面

全面

海側以外

全面

全面
海側
海側

海側

資 材 等

カ ラー トタ ン

カ ラー トタン

カラートタン (切妻)

カラートタン (切妻)

着色亜鉛鉄板

着色亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板

着色亜鉛鉄板
ス レー ト瓦 葺

着色亜鉛鉄板(陸屋根)
着色亜鉛鉄板瓦棒葺

和瓦 (紬薬)

折板陸屋根
モル タル (陸屋根)

着色亜鉛鉄板片流れ
セメント瓦(寄 棟)

シート防水・モルタル・(陸)

日本瓦(入母屋)
シート防水モルタル仕上げ(陸)

亜鉛鉄板色付(寄 棟)

日本瓦(切 妻)

着色亜鉛鉄板(寄 繍)

セメント瓦 ・スレート(切妻)

日本瓦(入 母屋)

セメント瓦(寄 棟)

階 層

全階

1

1

1

1階

1

1

1

1

1

1

2 階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3～

範 囲

全体
全体

全体

全体

全体
一部

一部

全体

全体
一部

全体

全体

全体

全体
全体

全体
モルタル部分

瓦間接続

全体

全体

全体
全体

度

損傷の程度

1

1

1

1

2

2

3

変色

変色

変色

鋳発生、ペンキ剥離

錆発生、ペンキ剥離

軽微な腐食
1変 色

1

3
1

4

1

3

1

2

2
1

2

2

2

1

2

1

2

2

変 色

全体にひび割れ
一部に錆発生

細かな亀裂

表面剥離
止め金具の腐食

軽微な亀裂
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県 名

北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
青森県
青森県

青森県
青森県
青森県
青森県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
秋田県
秋田県
秋田県
千葉県
千葉県
千葉県
新潟県
新潟県
新潟県
石川県
石川県
静岡県

沿岸距離 構 造

2㎞

未満

和歌山県

和歌山県

山口県

山口県

山口県

2㎞ 自

以上

木造非木

○ ○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

1屋 根

③ 軒
方 位

全面
全面
全面
全面
海側
全面
海側
海側
海側
海側

海側
全面
全面
全面

海側
全面
海側
全面
全面
全体
海側
海側
全面
全面
海側
海側
全面
海側以外

海側以外

全面

資 材 等

ス レ ー ト

ス レ ー ト

ス レ ー ト

スレート

木製

(一 部

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

石膏 ボー ド

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

杉板

モ ル タル

トタン)

大平+塗 装

大 平+リ シ ン吹付

石 綿 セ メ ン ト板
石 綿 セ メ ン ト

石 綿 セ メ ン ト

杉板

杉板
ラワ ン合板

杉板
ラワ ン合 板

モルタル

杉板

OP仕上げ

板
板

モルタル吹付

着色亜鉛鉄板

銅板平葺

着色亜鉛鉄板

リシ ン吹 付

色吹付
アクリルリシン吹付

階 層
全階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3～

1

1

範 囲

全体
全体
全体
全体
全体
全体
一 部

全体
一 部

全体
一 部

一 部

全体
全体
全体
全体
全体
一 部

銅板部分
釘止め部分

全体
全体

全体

全体
全体
全体

数 ヵ所

全体

度

損傷の程度

1

2

1 変色

4

1

3

3

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

変色

軽微な腐食

軽微な腐食

軒裏に一部錆付着
一部錆付着
一部錆付着

一部錆付着

変色程度

変色程度

緑青が付着
錆付着

1

3 腐食
2

2

3

3

1

県 名

北海道

北海道

北海道

北海道
宮城県

宮城県
宮城県

宮城県

宮城県
宮城県

千葉県
石川県

鳥取県

山口県
山口県

沿岸距離 構 造

2㎞

未満

2㎞

以上

木造

○ ○

○ ○

○
○ ○

○ ○
○ ○

○ ○

○

○
○

○ ○

○

○
○ ○

○

非木

○

○
○

○

○

○

○

2基 礎

① 基礎

方 位

海側

海側
海側

全面
海側

全面

全面

海側

全面
海側

全面

海側以外

全面

資 材 等

布コン基礎(有 筋)

布コン基礎(有 筋)

布コン基礎(有 筋)

布コン基礎(有 筋)

布コン(有 筋)

布コン(有 筋)

布コン(有 筋)

布 コン(有 筋)

布コン(有 筋)

布コン(有 筋)

CB (無筋)

鉄筋 コンク リー ト

布 コン (有筋)

布 コ ン

布 コン (有筋)

範 囲
度
損傷の程度

1

全体 1

全体 1

全体 1
一 部 1

全体 1

全体 1

1

全体 1

全体 1

1

全体 2

1

床下換気口2

床下換気口2

軽微な亀裂
軽微な亀裂

軽微な亀裂

一部に細かい亀裂

亀裂多数

ひび割れ

軽微な亀裂
亀裂
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県 名

北 海道

北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮域県
秋田県
千葉県
千 葉 県

千葉県
千葉県
千葉県
千葉県
新潟県
新潟県
新潟県
石川県
石川県
鳥取県
鳥取県
鳥取県
鳥取県
山 口県

山口県

山口県
山口県
山口県
山口県

沿岸距離

2㎞

未満
○

2㎞

以上

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○

構 造

木造

○

非木

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

3外 壁

① 上 部
方 位

海側
海側
全面

海 側
全面
全面
全面
全面
全面
全面

海側
全面
全面
全面
全面
全面
海側
海側
海側
全面
全面
海側 以 外
海側 以 外

海側
海側以外
全面
海側以外
海側以外
全面
全面
海側

資 材 等

ス レ ー ト

モル タル 塗装

モルタル・リシン仕上げ
モルタル・リシン仕上げ
スレート・モルタル

モル タル 塗装

モルタル・リシン吹付
木片セメント板 ・リシン吹付
ブ ラ ス ター

フレキシボ ード ・樹 脂 ペ イント

大 平 ・ リシン吹 付
リシ ン吹 付

石 綿 セメン卜板着 色板

木 擢 漆喰 壁、磨 仕上
プ リン ト合板

気泡 コンクリ板陶 磁器 吹付

気泡コンケリ板陶 磁器 吹付
木摺 漆喰 壁、磨 仕上

モルタル気泡コンクリ陶磁吹付
南京上下見 板塗 装あ り
ライデ ィング 仕上げ
モルタルOP 仕上げ
亜鉛鉄板(波 板)
モル タル吹付

木摺漆喰磨仕上
木摺漆喰
リ シ ン

アクリルリシン

漆喰
漆喰
リシ ン吹 付

砂壁状合成樹脂吹付
リシン吹 付
モルタル・アクリルリシン吹付

階 層
全階
1

1 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3～

1

1

1

範 囲

全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体
一 部

全体
一部

全体
全体

4分 の1程

全
全体
全体
角部分
モルタル部分
全体
全体
全体
全体
全体
3分 の1

数 ヵ所

数 ヵ所

数 ヵ所
2分 の1程

度
2 変色

損傷の程度

2

2

2

2

2

4

1

2

1

2

1

1

1

2

1

1

2

2

1

1

1

2

2

1

1

1

1
2

2

2

1

全体 2

全体 2

変色、 亀裂
亀裂
亀裂
亀裂(1階)
剥離
亀裂 多 数

金具接合部錆色汚染

軽微な亀裂

一部 変色

一部 変 色

一部 変 色

接続部小さい亀裂
亀裂 あ り

小 さい 亀裂 あ り

亀裂 あ り
一部 亀裂

亀裂 あ り

変色 、 ペ ンキ一 部 剥離
一部 亀裂

亀裂
亀裂
亀裂

県 名

北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
秋田県
秋田県
千葉県
千葉県
千葉県
千葉県
新潟県
新潟県
新潟県
石川県
石川県
鳥取県
鳥取県
山 口県
山口県
山口県
山 口県

山口県

沿岸距離

2㎞

未満
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

2㎞

以上

○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○

構 造

木造

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○

非木

○
○

○
○
○
○

○
○
○

○

○

○

○
○

3外 壁

② 中間部
方 位

海側
海側
全面
全面

海側以外
全面

全面
全面
全面

全面
全面
全面

海

全面
海側
全面
側以外
全面
全面
全面
海側以外
海側
海側以外
海側以外
海側
全面

資 材 等

ス レ ー ト

モル タル塗 装

不燃 サ イデ ィング
モルタル・リシン

モルタル・リシン

スレート・

仕上げ
仕上げ

モルタル

着色亜鉛鉄板(成型板)
モルタル・リシン吹付
木片セメント板 ・リシン吹付
ス ラ グ石 膏 板

大平 ・リシン吹 付
リシ ン吹 付

モル夕ル・リシン吹付
石綿セメント板着色板
プ リン ト合 板

気泡
気泡

コンクリ

コンクリ

板陶磁盟吹付
板陶磁器吹付

モルタル気泡コンクリ陶磁吹付
南京下見板塗装あり
南京下見板塗装あり
サイデ イング 仕上げ
亜鉛 鉄板(波 板)
モル タル吹 付

着色亜鉛鉄板
アクリルリシン

焼杉
焼杉
焼杉
砂壁状合成樹脂吹付
モルタル・アクリルリシン吹付

階 層
全 階
、1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 階

1

1

1

1

1

2 階

1

1

1

1

1

1

1

3～

範 囲

全体
全体

全体
全体

全体
一部

全体
一部

全体
全体
全体
全体

全体
全体
全体
モルタル部分
全体
全体

全体
全体

全体
全体
全体
2分 の1程 度

全体

度
2

2

1

変色

損傷の程度

2

2

2

2

4

1

2

2

1

1

1

2

1

1

2

1

1

3

2

2

2

1

1

1

1

2

1

変色 、亀裂

変色
亀裂
亀

亀

裂
裂(1階)

錆発生
亀裂多数

軽微な亀裂

一部 変色

一部 変色

小 さい亀裂 あ り

亀裂 あ り
錆付着
一部 亀 裂
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沿岸距離 構 造 3外 壁

③ 下 部
県 名

北海道

2㎞

未満
○

2㎞,

以上
木造

○

非木 方 位

海側

資 材 等

ス レー ト

階 層
全階
1

北海道 ○ ○ 海側 1

北海道 ○ ○ 全面 不燃 サイデ ィン グ 1

北海道
北海道

○
○

○
○
全面 モルタル・リシン

モルタル・リシン

仕 上げ
仕上げ

1

1

北海道 ○ ○ タ イ ル

宮城県 ○ ○ 海側 着色成型板
宮城県 ○ ○ 全 面 モルタル・リシン吹付
宮城県 ○ ○ 木片セメント板 ・リシン吹付
宮城県 ○ ○ 全面 ス ラ グ石 膏 板 1

宮城県 ○ ○ 全面 大平 ・リシン吹 付 1

宮城県 ○ ○ 全面 リシン吹 付 1

秋田県 ○ ○ モルタル・リシン吹付
秋田県 ○ ○ 石綿セメント板着色板
千葉県 ○ ○ 全面 プ リン ト合板
干葉県 ○ ○ 全面 気泡コンクリ板陶磁器吹付
千葉県 ○ ○ 全面 気泡・コンクリ板陶磁器吹付 1
千葉県 ○ ○ 全面 モルタル気 泡コンクリ陶磁 吹付 1

新潟県 ○ ○ 海側 南京下見板塗装あり 1

新潟県 ○ ○ 海側 ライデ イング 仕上げ
新潟県 ○ ○ 全面 南京下見板塗装あり 1

新潟県 ○ ○ 海側以外ライデ ィング 仕上げ
石川県 ○ ○ 全面 鉛 鉄板(波 板)

石川県 ○ ○ 全面 モル タル 吹付
静岡県
山 口県

○
○

○
○ 全面

モルタル(

焼杉
,カキ落 とし)

1

山 口県 ○ ○ 海側以外焼杉
山 口県 ○ ○ 海側以外 リシン吹付
山 口県 ○ ○ 全面 モルタル・アクリルリシン吹付 1

1 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

1

1

1

範 囲

全体
度
2 変色

損傷の程度

全体 2 変色 、亀裂
1 変色

全体
全体

2

2

亀

亀
裂
裂

全体 1

全体 1 細かい錆が散在
全体 4 亀裂多数
一部 1

全体 2

全体 2

全体 1 軽微な 亀裂
全体 1

全体
1

2 一部表 面膨 張

全体 1 一部変 色

全体 1 接続部 小 さい 亀裂
モルタル部分 2 小 さい亀裂 あ り
全体 1

1

全体 1

全体 1

2

全体 2 亀 裂 あ り
一部

全体
4

1

モル タル剥 離

全体 1

全体 2

全体 1

沿岸距離

県 名

北海道

2㎞2㎞
未満

○

以上

北海道 ○

北海道 ○
北海道 ○

北海道 ○

青森県
青森県

○
○

青森県
青森県

宮城県 ○
宮城県

宮城県
宮城県 ○

宮城県
秋田県 ○

秋田県 ○
千葉県 ○

千葉県
千葉県

千葉県
新潟県
新潟県 ○

新潟県 ○
新潟県

石川県 ○
石川県 ○
石川県 ○

山口県 ○

山口県
山口県 ○

山口県 ○
山口県
山口県

○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

構 造 3外 壁

④ 窓回り
木造

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

非木 方 位

海側

資 材 等

ス レー ト

海側 モル タル 塗装

○ 全面 モルタル・リシン仕上げ
○ モルタル・リシン仕上げ

スレート・モルタル

○
海側

全面

亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板

全面 亜鉛鉄板
○ 海側以外亜鉛鉄板

全面 モルタル・リシン吹付
木片セメント板 ・リシン吹付

全面 スラグ石膏板

○ 全面

○ 全面 リシ ン吹 付

○ モルタル・リシン吹付
○ 石綿セメント板着色板
全面 プ リン ト合 板

○ 全面 気泡コン切板陶磁器吹付
プ リン ト合 板

○ 全面
全面

モルタル

南
気泡コンクリ陶磁吹付

京下見板塗装あり
○ サィデ ィング 仕上げ

○ モルタルOP 仕上げ
○ 海側 パネル仕上げ

全面 亜鉛鉄板(波 板)

○ 全面 モル タル 吹付

○ 全面 モル タル 吹 付

全面 焼杉

全面 リシ ン吹 付
○ 海側 砂壁状合成樹脂吹付
○ 海側以外リシン吹 付

○
○
全面
全面

着色石綿セメント
モルタル・アクリルリシン

板

吹付

階 層

全階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1階

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

1

1

3～

範 囲

全体
度
2 変色

損傷の程度

全体 2 変色、亀 裂
全体 2 亀裂
全体 2 亀裂

全体 2

一 部 2 錆発生

全体 3 上部錆発生
上部 2 上部錆発生
上部 1 錆発生
全体 4 亀裂多数
一部 1

全体 2

2

全体 2

全体 1

1

全体 2
一部変 色

全体 1 接続部小さい亀裂
全体 1 変色
モルタル部分 2 小さい亀裂あり

全体 1

1

全体 1

2 錆、腐食 あ り

2

全体 1 亀裂あり
全体 2 亀裂あり
全体 1

全体 1

2分 の1程 度 2

全体 2

3分 の1程

全体
度 1

1

-57-
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県 名

北海道

北海道
北海道
北海道
青森県

宮城県

宮城県

宮城県
宮城県
宮城県

秋田県

秋田県

千葉県

千葉県

千葉県

新潟県

石川県

山口県

山口県

山口県

沿岸距離 構 造

2㎞

未満

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

2㎞

以上

木造

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○
○ ○
○

○

○

○

非木

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

3外 壁

⑤ 出入口回り

方 位

海側
全面

全面
海側

全面
全面
全面
全面

海側

全面
全面

海側以外

全面
海側以外
海側以外

全面

資 材 等

ス レ ー ト

モルタル・リシン仕上げ

モルタル・リシン仕上げ
モル タル

着色亜鉛鉄板

ブ'ラ スター
・二 丁掛 タイル

モルタル・リシン吹付

スラグ石膏板

大平 ・リシ ン吹 付

リシ ン吹付

モルタル・リシン吹付

石綿セメント板着色板

小口二丁掛タイル

気泡コンクリ板陶磁器吹付
モルタル気 泡コンクリ陶 磁 吹付

南京下見板塗装あり

亜鉛鉄板(波 板)

南京下見(松)
色吹付
モルタル・アクリルリシン吹付

階 層

全階

1

1

1階 2 階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3～

範 囲

全体

全体

全体
全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

下部全体

全体
モルタル部分

全体

全体

数 ヵ所

全体

度

損傷の程度

2

2

2

1

3

2

4

2

2

2

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

変色

亀裂

亀裂

上部錆発生

亀裂多数

海側出入口一部欠損

一部変色

接続部小さい亀裂

小さい亀裂あり

亀裂

県 名

北海道

北海道

北海道

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

秋田県

秋田県

千葉県

千葉県

新潟県

石川県

静岡県

静岡県

静岡県

和歌山県

鳥取県

山口県

山口県

沿岸距離

2㎞

未満

2㎞

以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

構 造

木造

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

非木

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4外 部建具

①窓

方 位

海側

全面

全面

海側

全面

海側

海側

海側以外

全面

海側以外

全面

海側以外

海側

資 材 等

アルミサッシュ(カラー)

アルミサッシュ

アルミサッシュ(カラー)

木製

アルミサッシュ(カラー)

アルミサッシュ(カラー)

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ(カラー)

ア

ア

ルミサッシュ

ルミサッシュ

アルミサッシュ

アルミサッシュ

木製スライド

木製スライド

階 層

全階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1階

1

1

1

1

1

1

2階3～

1

1

範 囲

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

一部

全体
一部

全体

全体

全体

度

損傷の程度

1

1

1

2

1

1

1

1

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

1

変色

変色

変色

錆付着

亀裂あり

錆付着

変

錆

色、一部腐食

付着

錆付着
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県 名

北海道
北海道
北海道
宮域県
宮域県
宮城県
秋田県
千葉県
千葉県

千葉県
静岡県

静岡県
山口県
山口県

沿岸距離

2㎞

未満
○
○
○

○

○

○

○

○
○

2㎞

以上

○

○

○

○

○

構 造 4外 部建具
② 出入口

木造
○

○
○

○

○

○

非木

方 位

海側

○ 海側以外

全面
○ 海側
○ 全面
○

○ 海
海側
側以外

○ 海側
海側

○ 海側

海側以外

○海側以外

資 材 等

アルミ玄関ド ア

鉄
ア

ドア

ルミサッシュ(カラー)

アルミサッシュ(カラー)

アルミ引違い玄関戸
アルミフラッシュ戸

アルミ

アルミ

木
製かまち戸
製フラッシュ戸
アルミ

アルミ

カマチ軽量シヤッター

引違い玄関戸
アルミ開き玄関戸
木製スライ ド

鋼製フラッシュ戸

階 層
全階 1階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階 3～
範 囲

全体

全体
全体
全体
全体
全体
一 部

シヤッター部分
一 部

一 部

全体
全体

度

損傷の程度

1

2

2

1

1

1

1

2

2

1

2

2

1

1

変色
錆

一部変色

玄関入口柱錆発生

錆付着

錆付着

県 名

青森県

千葉県

千葉県

新潟県

新潟県

静岡県

和歌山県

山口県

山口県

沿岸距離

2㎞

未満

○

○

○

○

○

○

○

○

2㎞

以上

○

構 造

木造非木

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4外 部建具

③雨 戸

方位 資 材 等

海側以外亜鉛鉄板

全面 アルミニウム

海側 ラワン合板油性ペ イント

海側 着色亜鉛鉄板

海側 着色亜鉛鉄板

海側 着色亜鉛鉄板

海側 アルミ

海側以外木製スライ ド

海側以外木製スライド

階 層

全階1階

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階3～

1

範 囲

全体

全体

全体

全体

全部

全体

全体

全体

度

損傷の程度

1

1

2

2

1

2

3

1

1

錆発生

錆、一部変色

表面膨張

変色、一部腐食

県 名

千葉県

石川県

沿岸距離

2㎞

未満

○

2㎞

以上

○

構 造

木造非木

○

○

4外 部建具

④網入ガラス

方位

海側以外

資 材 等

網入型板ガラス

網入型板ガラス

階 層

全階1階

1

2階

1

3～

範 囲

度

損傷の程度

2

4

亀裂あり
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県 名

青森県
青森県
青森県
宮城県
宮殿県
宮殿県
宮城県
宮域県
宮城県
秋田県
千葉県
千葉県
千葉県
新潟県
新潟県
石川県
石川県
鳥取県
鳥取県
山口県
山口県
山口県
山口県
山口県

沿岸距離

2㎞

未満
2㎞

以上
○

○
○

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

構 造

木造

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

非木

○
○

○

○

○

5そ の他 の 部 分

① 軒 樋
方 位

全面
海側以
海側
外

海側
海側
全面
全面
全面
全面

海側

全面

全面
全面
全面
全面
全面
全面
全面
全面
海側以外
全面

資 材 等

亜鉛鉄板
亜
亜
鉛鉄板
鉛鉄板

亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板

階 層
全階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 階
1

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

x

1

1

3～

範 囲

全体
一 部

一 部

全体
全体
一 部

全体
全体
一 部

全体
全体
全体

全体

全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体

度
損傷の程度

2

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

2

2

2

4

1

2

2

1

1

1

2

1

止め金具に錆
止
止
め金員一部錆
め金具に錆
止

止
め金貝に錆
め金異に錆
止め金具一部錆

変色汚染

止め金具に錆
止
止
め金具腐食
め金具に錆
止め金具に錆
止 め金 具 に錆

止め金具腐食
止め金具に錆
変
変
色 、止 め金 錆

色 、止 め 金 具錆

県 名

青森県
青森県
青森県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
秋田県

秋田県

秋田県
千葉県
千葉県
千葉県
干葉県

新潟県
新潟県
新潟県

新潟県
石川県

石川県
鳥取県

鳥取県

山口県

山口県

山口県

山口県

山口県

山口県

船岸距離

2㎞

未満

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2㎞

以上

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

構 造 5そ の他の部分
② たて樋

木造

○
○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

非木 方 位 資 材 等

全面
海側以外
海側
海側
海側
海側以外
全面

○
○ 全面
○
○ 全面 着色亜鉛鉄板

海側
全面

○ 全面
○ 全面

全面
○ 海側以外

○ 海側以外鋼管オイルペ イント塗
全面

○ 全面
全面
全面
全面
全面
海側以外
○ 全面
○ 全面
○ 海側以外

階 層
全階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階 3～

範 囲

全体
一 部

一 部

全体
一 部

一 部

全体

全体
一 部

一 部

全体
全体
全体
全体

全体
全体
全体

全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体
全体

度
損傷の程度

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

2

2

1

2

2

2

2

4

2

2

2

1

1

2

2

1

2

止め金具に錆
止め金具一部錆

止め金具に錆

止め金具に錆
止め金具に錆

止
止

め具周辺錆色汚染

め金具一部腐食

止 め 金 具 の一 部 に 錆'

変色 汚 染、 ペ ンキ剥離
止め金具に錆
止め金変色

変色
止め金具に錆
止め金具腐食

止め金具に錆

止め金具に錆

止め金具に錆
止め金貝に錆

止め金具に錆

止め金具に錆

止め金具腐食

止め金臭に錆
変色、止め金錆

変色、止め金具錆

止め金貝に錆
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塩 化 ビニー ル
塩 化 ビニー ル

塩 化 ビニー ル
塩 化 ビニ-ル

塩化ビニル系
塩化 ビニ ル

塩化 ビニ ル
塩化 ビニ ル

塩化 ビニル系
塩 化 ビニ ル 系
塩化 ビニル系
塩 化 ビニ ル 系

塩化 ビニル系
塩 化 ビ ニ ル系

塩 化 ビニ ル系
塩 化 ビニ ル系

塩 化 ビニ ル 系
塩 化 ビニ ル 系

塩 化 ビニ ル 系

塩 化 ビニ ー ル系

塩 化 ビニ ー ル系

塩 化 ビニ ー ル系

塩 化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化 ビニ ー ル

塩化ビニル系

塩化ビニル系

塩化ビニル系

塩化ビニル

塩 化 ビニ ル

塩化ビニル

塩化ビニル

塩化ビニル系

塩化 ビニル系

塩化 ビニル系

塩化ビニル系

塩化ビニル系

塩化 ビニ ル 系

塩化ビニル系

塩化ビニル系

塩 化 ビニ ル系

塩化ビニル系

塩 化 ビニ ル系

塩化ビニル系

塩化ビニル系



県 名

青森県
宮城県
千葉県
千葉県

新潟県
新潟県
静岡県
静岡県
和歌山県
山口県
山口県

沿岸距離

2㎞

未満
2㎞
以上
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○

構

木造

造

非木

5

③

その地の部分

戸 袋
方 位

○ 海側以外
○ 全面

○ 海側
○ 全面
○ 海側
○ 海側以外
○ 海側
○ 海側
○ 海側
○ 海側以外
○ 海側以外

資 材 等

亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板
止め金具に錆
ラワン合板油性 ペ 。イント

着色亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板
杉板
ア ル ミ

ア ル ミ サ ッ シ ュ

木製

木製

階 層
全階

1

1

1

1階 2 階
1

1

1

1

1

1

1

1

3～

範 囲

一 部

全体

全体
全体

全体
一 部

全:体

全体
全体

度
損傷の程度

1

1

2

1

2

2

2

1

2

1

1

錆発生

一部変色膨張

ペ ンキ剥 離

変色
変色

沿岸距離 構 造 5そ の他の部分
④ 台所換気扇フー ド

県 名 2㎞
未満

北海道
青森県
○
○

青森県
宮城県
○
○

宮城県
宮城県
宮城県 ○
宮城県 ○
宮城県
秋田県
秋田県 ○
千葉県 ○
千葉県
千葉県
新潟県 ○
新潟県
和歌山県
和歌山県

○
○

山口県 ○
山口県 ○
山口県 ○

2㎞

以上

木造

○
○
○
○ ○
○ ○

○

○
○

○ ○
○ ○
○
○ ○

○
○
○

非木 方 位

○ 海側以外
海側
海

海
側
側
海側以外
海側以外
○ 海側以外
○ 海側
○
○

○ 海側以外

海側
海側
海側
○ 海
海
側
側
海側
海側以外
○ 海側以外

資 材 等

ステ ンレ ス

鋼製
亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板
プ ラス チ ック

着色亜鉛鉄板
着色亜鉛鉄板
プ ラス チ ック

プ ラス チ ック

亜鉛鉄板
綱製
ス テ ンレ ス製

銅製
ステン製、油性ペイント
ス テ ン レ ス製

亜鉛鉄板製
塩化ビニル系

着色亜鉛鉄板
亜鉛鉄板
亜鉛鉄板
亜鉛鉄板

階 層
全階

1

1

1

1

1 階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階

1

3～

範 囲
度

損傷の程度

一 部

一 部

2

1
一部 2

1

全体 1
一部 2
一部 1

全体 1

1

全体 3

全体 1

葦

全体 1

1

全体 2
一 部 2

6コの うち2

全体
コ1

1

全体 1

全体 3

全体 2

錆
止め金具に錆
錆発生
一部に錆付着

止め金具一部錆

止め金具に錆付着

一部変色

緑青付着
ペンキ剥離

県 名

北海道
青森県
青森県
青森県
宮城県
宮城県

千葉県
静岡県

静岡県
和歌山県
山口県
山口県

沿岸距離 構 造

2㎞

未満
○

○

○

○

2㎞

以上
木造非木

○
○

○ ○
○ ○
○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○

○ ○

○ ○

5そ の他の部分

⑥ 床下換気口金物
方 位

全面
全面

全面
海側
全面
全面
海側

海側
海側以外
海側以外
海側以外

資 材 等

鉄
鋼製
鋼製

鋼製
鋼製
着色亜鉛鉄板
銅製
鉄製
鉄1製
鋼製
鋼製
亜鉛鉄板

階 層

全階 1 階
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 階 3～
範 囲

全体
全体

全体
全体

全体
全体
全体
全体
全体

度
損傷の程度

2

2

2

1

3

2

2

1

1

4

2

2

錆
錆発生

錆あり
錆発生

錆付着
錆付着
錆付着
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県 名

沿岸距離 構 造 5 その他の部分
⑥屋外設置設備機器

2km

未満

2 k m

以上

木造非木 方 位 資 材 等 階 層

全階 1階 2階 3 ～

範 囲 損傷の程度

度
北海道 ○ ○ 給油タンク 1 1

北海道 ○ ○ 海側以外 給油タンク 1 一部 2 錆
北海道 ○ ○ 海側以外階段 1 一部 2 錆

北海道 ○ ○ 給油タンク(鉄) 1 一部 2 錆

青森県 ○ ○ 海側 給油タンク 1 上部 1 錆発生

青森県 ○ ○ 海側 給油タンク 1 上部 2 錆発生

青森県 ○ ○ 海側以外 給油 タンク 1 上部 1 錆発生

青森県 ○ ○ 海側以外 油タンク 1 全体 1 錆発生

青森県 ○ ○ 海側 給油 タンク 1 上部 1

青森県 ○ ○ 海側 油タンク 1 全体 2 錆あり

青森県 ○ ○ 海側以外 給油タンク 1 上部2分 の11 錆発生

宮城県 ○ ○ 海側以外 ボ イ ラー 2 止め金具に錆付着

千葉県 ○ ○ 海側以外 エアコン装置(鋼製) 1 1 一部変色

千葉県 ○ ○ 海側 空調設備 1 2 錆付着

千葉県 ○ ○ 海側以外 空調設備(鋼 製) 1 全体

新潟県 ○ ○ 鋼製灯油タンク 1 全体 2

新潟県 ○ ○ 海側 鋼製灯油タンク 1 全体 3

新潟県 ○ ○ 鋼製灯油タンク 1 2 錆あり

石川県 ○ ○ 冷 房 クーリングタワー 1 2 一部錆あり

石川県 ○ ○ 海側以外 鋼 製 冷 房クーリング タワー 1 4 全体に錆

静岡県 ○ ○ 海側 玄関外灯 1 一部 2 錆付着

静岡県 ○ ○ 海側 灯油タンク 1 2 錆付着

静岡県 ○ ○ 海側 玄関外灯 1 全体 2 変色、錆付着

静岡県 ○ ○ 海側 外灯 1 1 全体 2 変色、錆付着

静岡県 ○ ○ 海側 郵便受( ステンレス) 1 一部 1 変色

静岡県 ○ ○ 海側 外灯 1 一部 1 錆付着
山口県 ○ ○ 海側以外 給湯機器(鋼 製) 1 全体 1

県 名

沿岸距離 構 造 5 その他の部分

⑦その他
2k m

未満2km以上

木造非木 方 位 資 材 等 階 層
全階1階2階3～

範 囲 損傷の程度
度

北海道 ○ ○ 看板 1 一部 2 錆

宮城県 ○ ○ 海側 軽鉄(塗装)ベランダ 1 全面 3 ペンキ剥離

千葉県 ○ ○ 海側 ステンレス製バ ル コニー 1 1 一部変色

千葉県 ○ ○ 海側以外ベランダ下気泡コンクリ 1 全体 3 一部腐食

千葉県 ○ ○ 海側以外スチル製外階段油性ペイ 1 全体 2 錆付着、ペンキ剥離

新潟県 ○ ○ 海側以外シャ ッター、 玄関手すり 1 全体 5

新潟県 ○ ○ 製製雪止め金具 1 2 錆あり

石川県 ○ ○ 全面 鉄製欄干 1 5 全体に腐食
静岡県 ○ ○ 海側 ステンレス製手摺 1 全体 2 変色、錆付着

静岡県 ○ ○ 海側 亜鉛鉄板 一部 1 腐食
和歌山県 ○ ○ 海側以外鋼製外階段 1 1 全体 3

和歌山県 ○ ○ 海側以外鋼製手摺 1 全体 2

山口県 ○ ○ 海側以外換 気扇 フード 、ベランダ 1 全体 2
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3 建物の補修、交換等工事の概要一覧

県 名

沿岸距離構 造 屋 根

2㎞

未満

2㎞

以上

木造非木 経過時期 概 要 (理由等)

北海道 ○ ○ 5年 軒塗装

北海道 ○ ○ 8年、15年屋根取り替え

北海道 ○ ○ (不明)屋 根面塗装

北海道 ○ ○ 9年2 階増築

青森県 ○ ○ 4年毎 ペンキ塗り替え

青森県 ○ ○ 5年 屋根全面塗装

青森県 ○ ○ 6年 屋根全面塗装

青森県 ○ ○ 24年 屋根全面補修

青森県 ○ ○ 10年 屋根全面塗装

青森県 ○ ○ 10年 台風で破損した瓦を補修
宮城県 ○ ○ 3年毎 塗り替え

秋田県 ○ ○ 16年 腐食により全面補修

千葉県 ○ ○ 9年 張り替え

千葉県 ○ ○ 2～5年毎 雨漏り修理

千葉県 ○ ○ 3年毎 瓦の補修

千葉県 ○ ○ 4年 毎 金属・銅板部分のペンキ塗替え

千葉県 ○ ○ 1 2年 ひび割れの補修(コーキング)

新潟県 ○ ○ 5年 雨漏り防止のため防水工事

新潟県 ○ ○ 2 0年 変色、汚染のため塗替え
石川県 ○ ○ 2 8年 瓦葺き直し
石川県 ○ ○ 1 7年 全面葺き替え

静岡県 ○ ○ 2 2年 棟のみ修理
静岡県 ○ ○ 1 5年 スレート屋根を全面改装

鳥取県 ○ ○ 9年 トタン板部分を銅板葺に取替え
山口県 ○ ○ 2年 新築時から雨漏あり葺土塗替

山口県 ○ ○ 8年 セメント瓦全体に塗装

県 名

沿岸距離構 造 外 壁

2㎞

未満

2㎞

以上

木造非木 経過時期 概 要 (理由等)

北海道 ○ ○ 6年 外壁塗装

北海道 ○ ○ 9年 1階増改築、2階増築

青森県 ○ ○ 2 0年 防音工事のため一部交換

秋田県 ○ ○ 1 6年 腐食により全面補修

千葉県 ○ ○ 9年 吹付け直し

千葉県 ○ ○ 随時 気泡コンク リート板の継目の補修

千葉県 ○ ○ 1 6年 漆喰部分の塗直し

千葉県 ○ ○ 1 2年 陶磁器質状吹付けの吹付直し
新潟県 ○ ○ 6年 腐食のため全体を取替え

新潟県 ○ ○ 5年 変色、汚染のため塗替え
新潟県 ○ ○ 2 0年 変色、汚染のため塗替え

石川 県 ○ ○ 5年毎 亜鉛鉄板(波板)交換
石川県 ○ ○ 1 7年 全面交換

石川県 ○ ○ 1 6年 スラグ石膏板に交換(全面)

静岡県 ○ ○ 1 5年 モルタル剥離のため全面改装

和歌山県○ ○ 5年 板張を石綿珪酸加板に取替え

鳥取県 ○ ○ 7年 着色亜鉛鉄板を板張に
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県 名

沿岸距離構 造 建 具

2㎞

未満

2㎞

以上

木造 経過時期 概 要 (理由等)

青森県 ○ ○ 20年 防音工事のため一部分交換
青森県 ○ ○ 4年毎 車庫シャッター塗装
青森県 ○ ○ 1 3年 防音工事のため窓一部交換
宮城県 ○ ○ 2 0年 木製玄関建具取り替え
千葉県 ○ ○ 2年毎 ペンキ塗り替え

千葉県 ○ ○ 8年 網入型板ガラス交換
千葉県 ○ ○ 1 2年 玄関ドアの入れ替え
千葉県 ○ ○ 4～5年毎海側シャッターの塗装塗直し

新潟県 ○ ○ 1 3年 サッシュ腐食のため取替え

新潟県 ○ ○ 1 3年 玄関戸腐食のため取替え
新潟県 ○ ○ 16年 窓格子腐食のため取替え
石川県 ○ ○ 4 9年 アルミサッシュ戸交換
石川県 ○ ○ 1 7年 強化ガラス2枚交換
石川県 ○ ○ 1 7年 自動ドアガラス2枚交換
静岡県 ○ ○ 2 0年 木製玄関戸をアル

ミ

引違戸に

静岡県 ○ ○ 1 5年 腐食のため全面取替え
鳥取県 ○ ○ 1 2年 アルミサッシュ全面取替え

鳥取県 ○ ○ 1 3年 綱製シャッター取替え
山口県 ○ ○ 1年 台風による破損ガラス取替え

県 名

沿岸距離構 造 そ の 他

2㎞

未満

2㎞

以上

木造非木 経過時期 概 要 (理由等)

宮城県 ○ ○2 4年 亜鉛鉄板製樋を取り替え

宮城県 ○ ○2 5年 台所換気扇フード取付け
千葉県 ○ ○2年 毎 テレビアンテナ交換

千葉県 ○ ○4 年 風呂釜修理

千葉県 ○ ○4 年 台所換気扇フード交換

千葉県 ○ ○9 年 軒樋・たて樋交換
千葉県 ○ ○9 年 ベランダ修理

千葉県 ○ ○3年 毎 バルコニー交換、修理

千葉県 ○ ○7 ～9年毎 軒廻りの銅板修理

千葉県 ○ ○1 1年 樋交換(止め金具含む)

千葉県 ○ ○ 4年、14年車庫入口シャッター交換
千葉県 ○ ○1 1年 風呂煙筒修理及び交換
千葉県 ○ ○1 1年 樋金具、エアコン装置交換

千葉県 ○ ○11年 換気扇フード交換

千葉県 ○ ○ 9年 雨戸を取替え

千葉県 ○ ○ 9年 塀の格子をステンレスに取替え

新潟県 ○ ○ 1 3年 たて樋一部取替え

新潟県 ○ ○5 年 たて樋止め金具取替え

静岡県 ○ ○3 年毎 屋外設置灯油タンク交換

和歌山県○ ○6年 物干台取替え

和歌山県○ ○7年 鉄門扉腐食欠落のため取外し

和歌山県○ ○8年 物干台取替え

鳥取県 ○ ○13年 屋外看板の塗替え

山口県 ○ ○5年 網戸取替え

山口県 ○ ○11年 給湯機器錆により不良、取替

山口県 ○ ○9年 給湯機器・温水機器錆で取替
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4 調査実施団体の季節風等の状況一覧

県 名 市町村名
台風被害の状況
平 成3年 度 平 成2年 度 平 成 元 年 度 昭 和63年 度 昭 和62年 度

時 期 被 害 の 状 況 時 期 被 害 の 状 況 時 期 被 害 の 状 況 時 期 被 害 の 状 況 時 期 被 害 の 状 況

北海道 松前町 1 1月 一部損壊9件 、全 壊2件 1 2月 松前城銅板一部剥離 8 月 全壊26件 、半壊 60件 、一部破

損21件 、床 上浸水15件

青森県 三沢市 9/28
2/15-17

半壊1 4件 、一部損壊180件
農産物、水産物等被害

10/26
11/4
半壊1件 、一部 損壊6件 、床 上
下浸水4 7 7件 、農 水産物等

9月 床上下浸水24件 4/22 一部損壊60件

宮城県 気仙沼市 9/19
10/12
床 下浸 水24件 、路 面流 失33件

路 肩決 壊20件 、農 林道 被害

8/10
9/20
床下浸水5件、路面流失 4 4件
農業被害、止水堰損壊

8/27-28 農道 被害1件 、路 面流失2件 、
農業施設被害2件

秋田県 秋田市 9/28 全壊41件 、半壊 2 4件 、一部損
壊2660件

8/9-10
8/27-28

千葉県 銚子市 9 月
1 0月

破損1件 、床上下 浸水38件 、崖

崩14件 、道路損 壊等8件 、停電

1 1月 崖崩れ1件 、 道路損壊1件 8月
9月

破 損1件 、床下浸 水29件 、道 路
冠 水1件 、土砂 流出1件 、停電

9 月 電話不通、鉄道運休 9月 道路冠水1件

新潟県 上越市 9/27-28 パイプハウス破 損1件 、シャッター破損
1件

9/20 床下浸 水3件 、河川被害6件 、
田流 埋2ha

石川県 輪島市 9/27-28 全壊28件 、半 壊11件 、一部破
損1 , 300件

福井県 小浜市 9月 家屋一部損傷

静岡県 下田市
7 月 道路 一部損 壊2件

和歌山県 新宮市 9/19 全壊26件 、半壊28件 、一部 損
壊2,410件

鳥取県 鳥取市 8月- 1 0月 一部破 損24件 、 8月-10月 倒壊1件 、床上浸水1件 、床 下

浸水79件

山口県 萩市 7月-9月 建物 損壊、倒木、道 路崩 壊、農

作物 被害、防波堤 転倒 、床下
浸水 、停電、水道 停止

7月-10月 建物損壊 、倒木 、道路一 部崩
壊、農作物被害

6月-7月 倒木 、道路 一部崩 壊、農作物
被害

6月-1 0 月 倒木、道 路一 部崩壊 、農作物

被害
7月-10月 一部損壊 、床下 浸水、軽傷 者1

倒木、道路 崩壊 、防波堤転倒
農作物被害

県 名 市町村名
季節風
期 間
(月 ～ 月)

方位 風 速
(m/sec)

建物の保全方法

北海道 松前町 11-03 西北西 5.34 塗装

青森県 三沢市 05-08 偏東 5-10 3～4年 毎 に部分 塗装

宮城県 気仙沼市 01-03
06-08

北西
南南西

2.2

1 . 6

秋田県 秋田市 12-03 北西 1 5

千葉県 銚子市 12-03
05-08

北西 4.9

4.6

新潟県 上越市 11-03 北北 西 1 0 3年 毎に ペン キ塗替 え

石川県 輪島市 12-03 北西

福井県 小浜市 02-03 北西 1 9 10年 毎 に外 壁吹 付補修(PLS)

雨戸塗装、損傷屋根瓦の取替 え
静岡県 下田市 04-11 北 東 6 強風後水洗、戸袋の砂除却
和歌山県 新宮市 10-04

04-10

西北西
南南東

3.1

2.5

平 屋建、瓦 釘止 め、屋根 に石 置 き

屋根 をネット履い 、家 を高 垣根で 囲 む

鳥取県 烏取市 12-03 北西 1 3

山口県 萩市 11-02 北西又
は北

1 7



参考1調 査表

建 物 の 潮 風 被 害 に 閲 す る 状 況 調 査

記入期日:平 成4年 月 日

1建 物の概要について記入 して下さい。

① 所 在 地

② 用 途 構 造

③ 建床面積 ㎡ ④ 延床面積

⑤ 階 層 数 階建 ⑥ 建築年次
昭和 年

平成

固定資産⑦

評 価 額
千円

再建築費⑧

評 点 数
点

損耗減点⑨

使用状況
有 ・ 無

沿岸 から⑩

の 距 離
百㍍

防風林の⑪

有 無
有 ・ 無

防風塀の⑫

有 無
有 ・ 無

季節風に よる⑬

波 しぶ き状況
か か る ・ と き ど き か か る ・ か か ら な い

⑭ 方 位

2現 在 、家屋の外装部分に生 じてい る損傷 について記入 して下 さい。

(1)屋 根

部 分 方 位
損 傷 の 程 度

資 材 等 階 層 範 囲
程度 状 況

階

屋 根 面 階

軒 階

(2)基 礎

部 分 方 位 資 材 等
損 傷 の 程 度

範 囲
程度 状 況

基 礎
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(3)外 壁

損傷 の 程 度
部 分 方 位 資 材 等 階 層 範 囲

程度 状 況

上 部 階

中 間 部 階

下 部 階

窓 回 り 階

出入 口回 り 階

(4)外 部 建具

損 傷 の 程 度
部 分 方 位 資 材 等 階 層 範 囲

程度 状 況

窓 階

出 入 口 階

雨 戸 階

網入 ガラス 階

)5( その他の部分

損 傷 の 程 度
部 分 方 位 資 材 等 階 層 範 囲

程度 状 況

軒 樋 階

た て 樋 階

戸 袋 階

台所換気扇

フ ー ド

階

床下換気口

金 物

階

屋 外 設 置

設 備 機 雛

階

そ の 他

()

階
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3建 物 建築か ら現 在 まで に 「補修、交換等 の工事 」が行 われ た場 合に記入 して下 さい。

部 分

屋 根

外 壁

建 具

その他

工事年次 補 修 、 交 換 等 工 事 の 概 要
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補 足 調 査表(団体記 入用)

県 名 県 市 町 名

1季 節 風 に つ い て

季 節 風 の 吹 く期 間 月～ 月

季 節 風 の 吹 く方 位

季 節 風 の 風 速 約m/sec

(記 入 要 領)
・ 「季 節 風 」 と は、 一 般 的 に、 広 域 に わ た りそ の 季 師 に高 い 頻 度 で 吹 く嵐 を い う。

・「季 節 風 の吹 く期 間 」 欄 に は、 当咳 団 体 に お い て 季節風 が 確認 され る 期 間 を記 入 す る こ と。

・ 「季 節 風 の 吹 く方 位 」 欄 に は、 当該 団 体 に お け る方 位 を 記 入 す る こ と。(例:北 西)

・ 「季 節 風 の風 速 」 欄 に は 季 節 風 の平 均 風 速(秒 速)を 記 入 す る こ と。

2台 風 に よ る被 害 の状 況 に つ い て

年 度 時 期 回 数 被 害 の 状 況

平3

平2

平元

63

62

(記 入 要 領)
・ 各 年 度 に お け る 台風 に よ る被 害 の 状 況 に つ い て記 入 す る こ と。

・ 「被 害 状 況 」欄 に は 、 台 風 に よ り当 該 団 体 が 受 け た 被 害 に つ い て 箇 条 書 で 記 入 す る こ と。

3建 物 の 保 全 方 法 に つ い て

・

・

・

・

・

(記 入 要 領)貴 市 町 内 に お い て、 一 般 的 に 行 わ れ て い る建 物 の 保 全 方 法 に つ い て 、 特 記 す る こ とが あ れ ば 箇

条 書 で 記 入 す る こ と。
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損 傷 の 程 度 一覧 表

1屋 根

損傷度 被害 の 程 皮

0 損傷な し

1 要 色 、 ペ ン キ剥離 、 汚 染

2 錆付着 、止め金具 の腐食 、 表面剥 離

3 損傷 、ひび割れ 、軽微 な腐食

4 一部腐 食

5 腐食 による穴空 き、雨漏 り

2基 礎

損傷度 被 宮 の 程 度

損傷 な し

1 汚染 、軽微な亀 裂

2 錆付着 、破 損、亀裂

3 陥没 、腐朽

3外 壁

損傷度 被 害 の 程 度

0 損傷 な し

1 変色 、汚染 、ペンキ剥 離

2 錆付着 、亀裂 、釘 の腐食

3 表面損傷 ・膨張

4 一部腐 食、モル タル剥離

5 腐食 、表面喪失 、鉄 筋露出

4外 部建 具(窓 、出入 口、雨 戸、綱入ガ ラス)

損傷度 被 害 の 程 度

0 損傷 な し

1 変色 、汚染 、ペ ンキ剥離 等

2 錆付着 、止 め金具 の腐 食 、立付不良

3 一部腐食

4 腐食 、破 損

5 欠落

5そ の他の部分(樋 、戸袋 、台所換気扇 フ-ド 、

床 下換気ロ金物 、屋外設置設備機器 、その他)

損傷度 被 害 の 程 度

損傷 な し

1 変 色 、 汚 染 、ペ ン キ剥 離

2 錆付 着、軽微なゆ るみ

3 膨張 、破損 、一部腐 食

4 腐食

5 欠落
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参考2 記入要領

【記 入 上 の 注 意 】

この 調 査 は 、 家 屋 の 潮 風 に お け る被害 の 状 況 に つ い て 、 特 に対 象 と す る地 域 を 限 定 し実 施 す る も

の で す 。

調 査 表 の 記 入 に 当 た って は、 次 に該 当 す る 建 物 を 選 定 の う え、 記 入 要 領 に基 づ き各 建 物毎 に 記 入

して 下 さい(参 考 まで に記 載 例 を添 付)。

また 、 貴 市 町 管 内 の 図 面(25，000分 の1)に 選定 した 建 物 の 位 置 を 記 入 し1部 添 付 願い ます 。

な お 、 必 要 に 応 じて 調 査 表 に番 号 を付 す等 、 各建 物 が 区 別 で き る よ う明 示 して下 さい 。

[対 象 建 物]

・ 対 象 とす る 建 物 は 、 右 表 の と お り

沿 岸 か ら5㎞ 以 内 に 在 す る木 造 建 物

(単 位:棟)

(住 宅 用)及 び 非 木 造 建 物(但 し、

鉄 骨造 及 び 鉄 筋 コ ン ク リー ト造 で

工場、倉庫用建物を除いた500㎡

未 満 の 建 物 と す る こ と。)と し、 建

築 後1～10年 を 経 過 した もの 及 び

11年 以上 経 過 した も の の 別 に 、 沿

岸から2㎞ 未満の建物及び2㎞ 以上

5㎞ 以内の建物で、木造及び非木造

2㎞ 未満 2㎞ 以上5㎞ 以内

1～10年 11年 ～ 1～10年 11年 ～

木 造 1 1 1 1

非木造 1 1 1 1

の別 に そ れ ぞ れ1棟 選 定 す る こ と と

し、2㎞ 以 内 の建 物 を 選 定 す るに 当 た って は、 よ り沿 岸 に 近 い もの を選 定 す る こ と。 よ って 合 計

8棟 を 選定 す る こ と とな る こ と。

・ 損 傷 の状 況 が極 端 な 建 物 は 対 象 と し な い こ と。

[記入、要 領]

○ 記 入 期 日 につ い て 記 入 した 月 日を 記 入 す る こ と。

○1に つ い て

・ ① 「所 在 地 」 欄 に は､当 該 建 物 の 住 所 を記 入 す る こ と。

・ ⑦ 「固 定 資 産 評 価 額 」欄 に は 、 平 成4年 度 の台 帳 登載 価 格 を 記 入 す る こ と。

・ ⑧ 「再 建 築 費 評点 数 」欄 に は 、 平 成4年 度 の再 建 築 費 評点 数 を 記 入 す る こ と。

・ ⑨ 「損 耗 減 点 の使 用 状 況 」 欄 に は 、 当 該 建 物 の評 価 に お け る損 耗 減点 補 正 率 基 準 表 の 適 用

に つ い て その 有 無 を記 入 す る こ と。

・ ⑩ 「沿 岸 か らの 距 離 」欄 に は、 沿 岸 か ら当 該 家 屋 ま で の 直 線 距 離 を記 入 す る も の で あ り、

百 メー トル 単 位 まで 記 入 す る こ と と し、 単 位 未 満 は 四捨 五 入 とす る こ と(例:8百 ㍍)。

・ ⑪ 「防 風 林 の 有 無 」 欄 に お い て 、 「防 風 林 」 が 設 置 され て い る場 合 で も、 そ の効 果 が 十 分

に 受 け られ る区 域 に あ る建 物 の み 「有 」 と し、 その 他 に つ い て は 「無 」 とす る こ と。 な お 、

「防 風 林 」 に は、 森 林 法(昭 和26年 法 律 第249号)第25条 第1項 第5号 の 規 定 に基 づ くも の と 目

的 を 同 じ くす る もの で 、 個 人 が植 林 し、 か つ 、 そ の効 果 が十 分 に 期 待 され る も の も 含 む こ と。

(参 考:「 防 風 林 」 と は、 一 般 的 に、 風 の 強 い地 方 で、 後 方 の 地 帯 を 風 害 か ら保 護 す る 目 的

で設 け られ る狭 長 な 林 帯 を い う。)

・⑫ 「防 風 塀 の 有 無 」 梱 に は、 「防風 林 」 と 目的 を 同 じ くす る もの と す る こ と。

・ ⑬ 「季 節 風 に よ る波 しぶ き状 況 」 欄 に は 、 季 節 風 に よ る 波 しぶ き が建 物 に か か るか ど う か

に つ い て 、 該 当 す る も の に ○ を付 す こ と。

・ ⑭ 「方 位 」 欄 に は、 当該 家 屋 の 中 心 部 分 か ら海 側 へ の 方 位 を 記 入 す る こ と。(例:北 西)
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○2に つ い て

・ こ の項 目 は 、 特 に その 損 傷 が 著 し く現 れ て い る部 分 に つ い て記 入 す る こ と。

な お、 損 傷 が な い 場 合 に おい て も、 当 該 部 分 の 「資 材 等 」 欄 は記 入 す るこ と。

・ 「方 位 」欄 に は 、 海 岸 方 向 の 部 分 に 損傷 が見 ら れ る場 合 は 「海 側 」 と、 そ の他 の 方 向 の 部

分 に損 傷 が 見 られ る場 合 は 「そ の他 」 と記 入 し、 ま た 、 全 方 向 にわ た っ て損 傷 が 見 られ る場

合 は 「全 面 」 と記 入 す る こ と。

・ 「資 材 等 」 欄 に は、 そ の 形 式 及 び 資 材 等 を記 入 す る こ と。(屋 根 の 場 合:日 本 瓦 ・寄 棟 、

基 礎 の場 合:布 コ ン ク リー ト基 礎(有 筋)、 外 壁 の場 合:土 塗 真 壁 ・漆 喰 仕 上 げ)

・ 「階 層 」 欄 に は、 損 傷 の見 ら れ る部 分 が 建 物 の何 階 部 分 に あ る か を 記 入 す る こ と。 よ っ て、

2階 建 の 場 合 で、1階 部 分 に 損 傷 が 見 られ れ ば 「1階 」 、2階 部 分 に 損 傷 が 見 られ れ ば 「2

階 」 と記 入 し、 ま た、 全 階 に わ た って 損 傷 が 見 られ る場 合 は 「全 階 」 と記 入 す る こ と。

・ 「範 囲 」 欄 に は、 具 体 的 に限 定 した 範 囲 を 記 入 す る こ と。(屋 根 の うち 屋 根 面 部 分 の例:

下 部1/2程 度 ・ 外 壁 の例:上 部 全体)

・ 「損 傷 の 程 度 」 の う ち 「程 度 」 欄 に は 、別 紙 「損 傷 の 程 度 一 覧 表 」 か ら 当該 家 屋 の 状 況 と

類 似 す る状 況 を 選定 し、 該 当 す る 「損 傷度 」 番 号(0か ら5ま で等)を 記入 す る こ と。

ま た 、 「状 況 」 欄 に は 、 当 該 家 屋 の損 傷 の 状況 が 別 紙 「損 傷 の 程 度 一 覧 表 」 か ら選 択 した

損 傷 の程 度 と多 少 異 な る場 合 の み 、 そ の 旨補 足 して 記入 す る こ と。 よ っ て、 同 じ状 況 に あ る

場 合 は空 欄 で よ い。

な お、(1)か ら(5)の 各 部 分毎 に 「損 傷 の 程 度 」 が 特 に顕 著 に 見 られ る数 箇 所 に つ いて 、 そ

の 状 況 が わか る写 真 を添 付 す る こ と。

・(4)「 その 他 」 欄 に は、 ベ ラ ン ダ、 バ ル コニ ー 等 該 当 す る も の が あ れ ば()内 に 名 称 を

記 入 す る こ と。

○3に つ い て

・ こ の 項 目は 、 調 査 表 を 記 入 す る担 当者 が 当 該建 物 所 有 者 へ の 聞 き取 り調 査 を行 い、 建 物 建

築 か ら現 在 に 至 る まで の す べ て の 工 事 に つ い て、 把 握 で き る範 囲 で 記 入 す る こ と。 よ って 、

一 つ の 部分 で 数 回工 事 を 行 った と き は そ のす べ て を 記 入 す る こ と
。

・ 「工 事 年 次 」 欄 に は、 現 在 か ら何 年 前 に工 事 が 行 わ れ た か を 記 入 し、 不 明 な場 合 に あ っ て

は 、 お お よ そ の年 数 を記 入 す る こ と。

・ 「補 修 、 交 換 等 工 事 の概 要 」 欄 に は 、 当 該 工 事 を行 っ た理 由 及 び そ の 内 容 に つ い て 具 体 的

且 つ 箇 条 轡 で 記 入 す る こ と。
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